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で得られるからであるという (Bryanet a1.， quoted in Fuchs & Fuchs[1990]253)o 
インクノレーシブ教育運動の論争において、このような対立を解くことは困難で、あった。




慈善的な特別扱いであると主張していると (Hallahan& Kauffman[1996]56)o 










(Stainback & Stainback) が、通常学級の生徒は身体的・知的・情緒的な重度障害生徒の
統合によって、人間の相違点と類似点および社会の一員として相互に影響しあう方法につ
いて直接学ぶ機会を得られるし、受容的になり、障害児に対する恐J怖感を減らし、理解を
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ニューヨーク州立白痴続における医師で校長の H.B. ウィノレバー (HerveyBackus Wilbur 
1820-1883)が年次報告に記載した極めて発達が遅れた 3事例の報告 (NewYork State Asylum 










弱者施設であったエルウィン施設 (PennsylvaniaTraining School For Feeble-minded 
Children)の第三代施設長、精神科医の1.N. カーリン(Isaac Newton Ker 1 in 1834-1893) 










1867年につぎのように述べている o r私たちの組織の法人名は“School"であるD 入所した
158名のうちの 92名にとって、当施設は本質的に学校であるJ(Pennsy 1 vania Training 




































































































































































































盲の専門家の協議の場は社会事業(全国外i慈善・矯正会議、 theNational Conference of 











































































もの指導を有効なものとしたことである O このような代表的な例として A.A.ストラウス
(Alfred A. Strauss 1897-1957) らの脳障害児に対する診断と指導の試みがある
(Strauss [1951]) 0 
しかしこのような評価がなされていない歴史上の例も、実際には多いものと思われる。
そのような一人に、 1896年にペンシルベニア大学にアメリカ最初の心理クリニックを開設











M. P. E.グロースマン (MaximilianPaul Eugen Groszmann 1855-1922)や].E. W.ウォーリン
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(John Edward Wallace Wallin 1876-1969)がいる。グロースマンは「通常のやり方や通
常の基準では進級できない一一一(r平均的な典型児・正常児j とは異なる、 f独特の要求・ニ
















































































































の会 (TheNational Association of Parents and Friends of Mentally Retarded Children) 


















































5 . 1866年 6月、マサチューセッツ州チェノレムスフォードに開設された口話法による
H. B. ロジャーズ (HarrietB. Rogers 1834-1919)の私立聾学校は、 1967年 10月に州
議会により法人化と州補助が認められて同州ノーザンフ。トンに開設されたクラーク聾
学校に発展するが、この間の学校創設運動の牽引役は、 5歳で失聴した娘をもっ G.G. 
ノ¥ノくード (GardinerGreene Hubbard 1822-1897)だ、った(Irvine[1985-86Jp.378)口彼
は父を州最高裁判事に持つボストンの名家出身の弁護士でビジネスにも関与し、ナシ
ョナル・ジオグラフィック協会の初代会長でもあった口後にロードアイランド州知事
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[2001] 40-42;荒)1[1970J261 -277;上野[1991]57-59;Williams [1893J)について、聾唖
院の設立と教育目的を中心に略述する。ハートフォード校(TheConnecticut Asylum for the 
Education and Instruction of the Deaf and Dumb Persons. 1819年に TheAmerican Asylum 






? ?? ， ?
ハートフォード聾唖院創設の発端は、中途失聴の聾唖児をもっ上層の親の願望から生じ
た3。コネチカット州ハートフォードの出家に属する外科医で博愛家の M. F.コグスウエノレ
(Mason Fitch Cogswell 1761-1830)には、病気により 2歳で失聴したアリス (Alice)という
娘がいた。また、ハートフォードの東南約 30kmの距離にあったへブロン倒的ron)にはs.ギ
ノレパー ト (SylvesterGilbert 1755-1846)4という、もう一人の名士がし、た。法律家で、長
年にわたって州議会議員を務め、連邦議会議員の経歴もある彼には、 5人の聾唖の子ども
がいた(Valentine[1993J18-26)。隣接するマサチューセッツ州セイラム(ハートフォードか









推定される (Valentine[1993J20-21; note 21)文章から理解できる。「欝H亜者j と題する小
論文において筆者の「一人の親Jは、 1812年に「私たちのこの市民集団住居者一引用者)は、
多くの学問分野(arts)と一部の科学において大きな進歩(improvement)が可能であるのに、


























































ニューヨーク聾唖院(The New York Institution for the Instruction of the Deaf and 
Dumb， 1818年開設. Currier & Fox[1893J)とペンシノレベニア聾唖院 (ThePennsylvania 







































学校となるケンタッキー校(TheKentucky Asylum for the Tuition of the Deaf and Dumb) 
では、聾唖の子をもっ州議会議員 E. バーピー将軍(GeneralElias Barbee) 10が法律家で政
治家であった]. ローワン(JohnRowan 1773-1843)の協力を得て、 1822年 12Jj 7日に同校
の法人化が州議会で認可され、翌 1823年 4月 10日に開設される。しかもハートフォード
校と同じように、初期アメリカを代表する政治家の一人で連邦議会に大きな影響力をもっ
ていた H. クレイ (HenryClay 1777-1852)の尽力により毘有地を 2度にわたり与えられた。
ところが最初の教師はし功￥さま師でその後任は能力に欠けていた(Fosdick[1893J 3) 0 1823 



































































盤唖慌の卒業生で、オハイオ州立校の教員の経歴があるW. ウィラード (William Wi llard 
1809-1881)であり、彼は 1843年 10月、インディアナポリスに私立聾唖院を開設し、 1年
後には州立校となった (Warner[1930J21)0 
また、最初]の当事者団体は 1854年 11に結成されたニューイングランド・ギャローデット
聾唖者協会(TheNew England Gallaudet Association of the Deaf-Mutes)であり、 1880















(The New England Asy lum for the Blind. 1839年、 PerkinsInsti tution and Massachusetts 
Asylum for the Blindに改称)だった。パリの富院情報をアメリカに紹介した眼科医].D. ブ
イツシャー(JohnDix Fisher 1797-1850)を中心とする有力者による盲院創設運動ならびに



































アメリカで三番目の盲i涜だ、ったペンシルベニア富院(ThePennsylvania Institution for 
the Instruction of the Blind， 1833年開設)では、 ドイツで盲教育教員の経験があった

























学校富学級を創設する中核となった(伺[2006J116-117) 0 イリノイ州で私立盲学校を 184





























学校として開始され、 1851年に法人校として永続化する。本校は、TheMassachusetts School 
for Idiotic and Feeble-minded Youthを名乗った。慈善事業の象徴的用語である asylum
ではなく、さらにその改称である institutionでもなく、敢えて schoolを校名に冠したの
である 14 ハウが schoolを校名に冠した理由は教育的・社会的観点から複合的であった(中














































ューヨーク校の校長、自.B. ワイノレバー (司erveyBackus Wilbur 1820-1883)医師やマサチュ










































る傾向にあり (Mitchell [1818J 33， 36)、後発の聾唖院も先例に倣ったのである(たとえば










































たり、存続が永続化しない例があった。荒川 1(1970)257-261; Sanborn(18T6) clx-clxii; 
Valentine(1993)12~13 およびパン・クリーブ/クローチ (1993)26-30 参照。
? ??
















4月 13日の重量!亜j涜設立に関する協議に参加した他の 8人中 2人は会衆派の聖職者だ、っ
た(そのうちの 1人はT.H. ギャローデット (ThomasHopkins Gallaudet 1787-1851)0 
Valentine[1993]23)。
8. この例が、民間慈善事業に対するアメリカ最初の公費支出であるとされる。






いた。貧しい親の場合には自活手段の獲得のためであった。 ConnecticutAsy lum Annual 
Report， 3rd (1819)， 4-5. 
10. http://www.ormsby.or宮/genie/Miscellaneous/BarQee.html
11. パン・クリーブ/クローチ(1998)86.ギャローデット大学の Timeline(http://
archives. gallaudft. edu/τimeline.htm)では NewEngland of the Deafの結成は 1853
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を財源として恒久化した 1851年の法人立校開設でも、 schoo1を名乗っている。 1854年
に開校したペンシノレベニア校も初代校長がマサチューセッツ白痴学校の教員だ、ったリチ
ャーズであったこともあり、初例の schoolを踏襲する (ThePennsylvania Training 
School for Idiotic and Feeb1e-Minded Children )が、 1851年に開設したニューヨー
ク州立校は TheNew-York Asylum for Idiotsである D
15. たとえば学校教育とは何かという議論は、インクルージョン運動の前夜、 1980年代
に再度、繰り返されることになるほど、この問題は根本的な問題である].M. カウフマ
ン(JamesM. Kauffman)ら、いわゆる specialeducatorとスタインバック夫妻 (W. and 





Akerly， S. (1926) Address delivered at Washington Hall in the City of New-York， on 
the 30ili Ma， 1826， as Introductory to the Exercises of the Pupils of the New-York 
Institution for the Instruction of the Deaf and Dumb. E. Conra~ New York. 
Allen， V.H. (1893) A Brief History of the Pennsylvania Institution for the Deaf and 
Dumb. In E.A. Fay(ed.) Histories of American Schools for the Deaf， 1817-1893. 
Vol.1， The Volta Bureau， Washington， D.C. 
安藤房治 (2001)アメリカ障害児公教育保樟史.風間書房.
Anonymous (1858) Life and Labor of Thomas H. Ga1laudet. North American Review， 87， 
517-532. 
荒川勇(1970)欧米韓教育通史.峯文閣.
Best， H. (1914) The Deaf: Their Position in Society and the Provision for their 
Education in the United States. Thomas Y. Crowel1 Co.， New York. 
Best， H. (1943) Deafness and the Deaf in the United States. Macmillan， New York. 
Connecticut Asy 1um for the Education and Instruction of Deaf and Dumb Persons. Annua1 
Report， 3rd (1819) of. 
- 40 -
Constitutio九 Charter，and By-Laws and Documents Relating to the Pennsy 1 vania 
1nsti tution of the Blind， at Philadelphia (1837). 
Currier， E. H. and T. F. Fox (1893) A History of the New York Insti tution for the 
1nstruction of the Deaf and Dumb. 1n E. A. Fay (ed. ) Histories of American Schools 
for the Deaf， 1817-1893. Vol.1， The Volta Bureau， Washington， D.C. 
Fosdick， C. (1893) A Short History of the Kentucky School for the E the Deaf. 1n E.A. 
Fay (ed.) Histories of American Schools for the Deaf， 1817-1893. Vol. 1， The Vol ta 
Bureau， Washington， D.C. 
Freund， E. D. (1959) Crusader of for Light Julius R. Friedlander Founder of the 
Overbrook School for the Blind 1832. Dorrance and Co.， Philadelphia. 
Hendrickson， W. B. (1972) From Shel ter七oSelf-reliance， A History of the 1llinois 
Braille and Sight Saving School. The Illinois Braille and Sight Saving School， 
Jacksonville， IL. 
Mi tchell， S. L. (1818) A Discourse by Pronounced by Request of the Society 1nstructing 
the Deaf and Dumb， at the City Hall of the City of New-York， on the 24th Day of 
May， 1818. E. Conrad， New York. 
New York Asylum for 1diots. Annual Report， 15th of (1866). 
中村満紀男(1987a)アメリカ合衆国障害児学校史の研-究.風間書房.
中村満紀男(l987b)重症心身障害児の行動理解と教育の意義に関する研究.秋田大学教育
学部研究紀要教育科学， 37， 147-156. 
中村満紀男 (2004)優生学と障害者.明石書)苫.
中村満紀男・岡典子 (2009)障害児教育における自的・本質論の歴史的変遷とその理論的・




一序説心身障害学研究， 30， 113-127. 
Parent (1901) The deaf and dumb. Association Rθvier汽 3，135. 
Peet， H. P. (1854) List of Pupils of the New York 1nsti tution. Amθrica刀 Annalsof thθ 
Pθaf and j)umb， 6 (4)， 193-241. 
Richards， J.B. (1885)τhe Education of the feeble-Minded. Proceedings of the National 
Conference of Charities and Correction， 12ili Annual Session. 174-178. 
Sanborn; F.B. (1876) The Public Charities of Massachusetts During the Century Ending 
Jan. 1， 1876: Report Made to the Massachusetts Centennial Commission， Feb.1， 1876. 
Stone， C. (1869) An Address upon the耳istoryand担ethodsof Deaf Mute Instruction. 
Columbus Printing Co.， Columbus. 
? ?
上野益雄(1975)アメリカ塾教育におけるマニュアル体制の成立要因について.東京教育大
学教育学部紀要， 21， 111-117. 
上野益雄(1991)19世紀アメリカ聾教育方法史の研究-1840'"'-'1860年代を中心に一.風間書
房.
Valentine， P. K. (1993) American Asylum for the Deaf: A first experiment in education， 
1817-1880. Ph. D. dissertation of at the Uni versi ty of Connecticut. UMI， Ann Arbor， 
Michigan. 
バン・クリーブ， ]. V. /クローチ、 B.A. 土谷道子訳(1993)アメリカ聾者社会の創設 誇り
ある生活の場を求めて.全国社会福祉協議会.Van Cleve， ].V. and Crouch， B. A. (1989) 
A Place of their Own: Creating the Deaf Communi ty in America. Gallaudet Uni versi ty 
Press， Washington， D.C. 
Warner， W. (1930) The Indiana State School for the Deaf. M. A. dissertation， The 
University of Chicago. 
Williams， ]. (1893) A Brief History of the American Asylu~ at Hartford， for the 
Education and Instruction of the Deaf and Dumb. In E.A. Fay(ed.) Histories of 



































































じたのである。それは当初は、ニューイングランド盲院 (TheNew England Aylum for the 
Bl ind)、後のパーキンス盲学校(PerkinsInstitution and Massachusetts School for the 






















イリノイ盲学校は 1874年に着任した、医師で聖戦者の F.W.ブイリップス (Rev.Frank1 in 
W. Phi11ips 1827-1888)校長時代に生徒数が急増する(1873年には生徒数 79名、 1887年
には 212名。 111inoi s Inst i tution [1888J 12) 0 19世紀末になると、さらに入学最低年齢は
低下し、実際の入学者には6歳児や5歳児がし、るようになる。何時に、入学規定には f本






















































視覚障害教育教員の全国会議であるアメリカ畜教育教員会議 (TheAmerican Instructors 
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of the B1 ind)は 1853年に結成され、その第 1回会議がニューヨーク富院で開催された。
定例化されるのは、 1872年、第 3@]のパーキンス校開催から改称されたアメリカ盲教育教









C1arke Institution for Deaf-Mutes. 1896年に TheC1arke School for the Deafに改称)
理事長、L.].ダドリィ (Lewis]. Dud1ey)は 19世紀末に慈善のスティグマ性を、つぎの






































年以上だ、った (ConnecticutAsylum[1818J 18) 0 20世紀初頭になると入学年齢は6歳以上(上
限規定なし)、在学期間はコネチカット州住民が 6年まで、マサチューセッツ州住民が原則
10年8まで、になっていた (AmericanSchool [1913J 31， 33-34) 0 たしかに入学規定は厳格には
守られなかったと思われる (Best[1943J 430)口たとえばハートフォード聾唖院最初の入学
者のなかには、 53歳の男性と 35歳の女性が含まれていた。しかし入学年齢の年少化は学校
の基本方針となったのであり、 1830年以前は男女ともその 90%が 16-25歳であったが、 8
歳での入学が認められた 1849年以降の生徒の平均年齢は 14.5歳まで低下した (Valentine




1844-49 1890-91 1927-28 
6-9歳 9(7.2弘) 18(51. 4) 17 (60. 7) 
10-14歳 51 (40.8) 13 (37. 1) 8 (28. 6) 
15-19歳 40 (32) 3 (8. 6) 2 (7. 1) 
20歳以上 25 (20) 1 (2. 9) O 
年齢不明 。 。 l 
i口b、言口きt 125 35 28 
表2-1から、 19世紀半ばに創設されてから約 50年間の間に、入学者の中心年齢帯が
10歳以上から 9歳以下へと移動し、青年期および成人の聾者は当初の半数から 1割前後に













と教員会議によって示すことができる。アメリカ聾唖者年報 (TheAmerican Annals of the 
Deaf and Dumb. 1886年に TheAmerican Annlas of the Deaf ~こ改題)は、 1847 年にハー
トフォード聾唖院から刊行される。とりわけ、ギャローデット大学の教授だ、ったE.A.フェ




1850年には、最初の聾教育教員会議(TheConvention of American Instructors of the Deaf 
and Dumb)がニューヨークで開催された。このような会議は、聾唖教育の基本的な考え方・
教育の専門性・情報を共有する場として、事業の成熟度を示す指標となった。 1868年には、
第 1回アメリカ聾唖院校長会議(TheConference of Principals of American Institutions 
for Deaf and Dumb. 千麦lこ、 The Conference of Executives of American Schools for Deaf) 




(Meeting of the American Instructors of the Deaf)で採択された決議は、以下のとお






































































































































































して 18981=!三から 1914年まで、法人理事長を務めた F.]. コッティング CFrancis]oy Cotting 
1865-1914) 自身が後天性の疾患による車椅子を使用する肢体不自由者だったことである


















































3) 富院の入学時年齢が 1850年代末に至っても必ずしも低下していない。 7校の入学時
平均年齢のうち、低いのが 1852年の 11.5歳、 1853年の 12.6歳、 1832年と 43年の 12.7 








ア(1853)にあった。 Anonymous(1908) ; Ried1e (1909) 127. 
5) ホーノレ校長は、通常教育の分野で教師や教育長として活躍したが、労農教育を校長
として実践するなど、当時の新しい動きにも敏感だ、った。イリノイ盲学校年次報告に











8) マサチューセッツリーHでは、州補助対象校での教育期間は 1887年には 10年間未満だ
ったが、 1889年には制限は撤廃される (Sanbornet a1. 30 in Fay[1893J)。
9) 18581:J三に開校したアラバマ聾学校 (TheAlabama Institute for Deaf and Dumb)の
1858年と 59年の入学者の年齢を表 2-1と向じ年齢帯で整理すると、 6-9歳 1名
(7.4弘)、 10-14歳9名 (47)、 15-19歳8名 (40.5)、20歳以上2名(10.4) となり、
インディアナ饗学校初期と類似していることがわかる O ただし、 20歳以上は少なくな
っている。 Couchand Hawkins， ]r. (1983) 29. 
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という最終目標も維持されたけれども、シカゴでは教育機会の拡大 (ChicagoBoard of 
Education 23rd Annual Report[1878J78)、生育における家庭の影響と親との関係維持によ
る成員としての形成が強調された (Chicago22nd AR [1876J 20-21)。しかし聴児との関係に
ついては、校舎の配置等、顧慮されてはいない (Chicago23Rd AR[1878J20-21)口聾唖児同
士の関係については、寄宿制欝学校における聾唖者だけの長期にわたる閉鎖的な空間は、
性格形成と精神的・道徳的発達に支障があるが (Chicago26th AR [1880J 77J)、公立学校で
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は、家庭ーという性格形成の場とコミュニケートできる聾唖児と交流による知識が得られて、
孤立が防止されることを指摘している (Chicago27th AR[1881]91) 3。聾唖児の教育可能性
については、生徒数が増加するに従い、知性ある農夫と賃金労働者という従来の目標より
も高いレベルの進路が期待されるようになったこと (Chicago27th AR [1881] 95)、しかし同
















学校でも、先発校と類似の見解であった (St. Louis 27th AR [1882J 121-122， 123-124; 28th 






























































































年 1880 1895 1910 
マニュアノレ法 417 220 244 
併用法 5892 9504 10280 
口話法 489 955 3016 




















が見られた時期であったD 市の人口の変化をみると、 1870年 71440人、 1880年 115587人、




























Phonological Institute for Deaf Mutes: WPI)は、 1878年 1月に結成され(1879年 1月




の知能をもっ自費生と給費生を対象とした (WPI1st Annual Report [for 1878J 5， 7-8， 18; 
2nd A記[1879J5)。 ドイツ文化を誇りにしていた (Hawgood[1940J43) ドイツ移民にとって、




















Guido Pfister 1845 (独)初代WPI理事長。 中西部有数の皮革業者となり、鉄道や保険・銀行の
(1818-1889) 経営にも関与。彼の名を冠したホテルは現在もダウンタウンにある
Bernard Leidersdorf 1858 (独)WPI畠IJ理事長。ミノレウォーキー有数のたばこ製造業者で、製品は全国
(1837-1912) に流通した




John Black (1827-1899) 1857 (仏)WPI会員。ファンス生。醸造業、銀行・保険業経営、州上院議員、市
長
David Adler (1821-1905) 1852 (填)WPI会員。オーストリア生。地域有数の衣類卸業、銀行経営
Valentin Blatz 1847 (独)WPI会員。ビーノレ醸造業、ミルウォーキーで最初の瓶ビールを製造。
(1826-1894) 鉄道建設、高業、不動産業
Frederick Borcherdt 1833 (独)WPI会員。マニトウォック郡最初のドイツ人定住者で同地にドイツ移
(1811 -1877) 民の移住を勧誘。新聞発行、実業家、外交官
William Frankfurth 1849 (独)WPI会員。金属製造業でミルウォーキーの有力な産業となる。公共図
(1829-1891) 書館の最初の理事
Ferdinand Schlesinger 1871 (独)WPI会員。農器具製造の後、州北部で鉄鉱石鉱床の開発、製鉄業等の
(1851-1921) 実業。 ミノレウォーキー子ども病院の後援者
Frederick Vogel 1846 (独)WPI会員。皮革業で後にファイファーと共同経営、第一次世界大戦前
(1823-1892) では世界最大。
William Werner Coleman 1850 (独)WPI会員。 ドイツ語新聞庁Herald"発行し、ドイツ語政治系新開として
(1835-1888) 中西部最大部数。その他、月刊・隔週刊等の出版
Franz Falk (1824-1882) 1848 (独)WPI会員。ビーノレ醸造のパイオニア
Adam Gettelman ウィスコ WPI会員。ビール醸造
(1847-1925) ンシン州
August Greulich 1835 (独)WPI会員。肉屋から政治家に転身、州議会上院・下続議員、 ドイツ語
(1813-1893) 新開発行
Emil Wallber (1841-1923) 1850 (独)WPI会員。弁護士、州議会下院議員、市検事長。公立聾学校になった
持の市長
Emil Schandein 1856 (独)WPI会員。ビーノレ醸造、銀行・保険業に関与。 ミノレウォーキー・ドイ
( 1840-1888) ツ協会創設
Frederick Pabst 1848 (独)WPI会員。コック、船長の後、ビール醸造に従事し、シャンダインと
(1836-1904) 共同経営、国内有数の会社とし、輪出量も多かった
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Frederick Miller 1854 (独)WPI会員。 ドイツ・ファンスで教育を受ける。 ドイツでビーノレ醸造を
(1824-1888) 開業後、アメリカで経営
Andrew Jackson Aikens ノミー モン WPI会員。小新聞編集、反奴隷制の自由土地党に参加後、ミノレウォー
(1830-1909) ト州、i キーで新開編集・発行
Frederick Norton Finney ボストン WPI会員。数年間弁護士を開業後、鉄道の建設と経営に従事
(1832-1916) 
Edward Hallock Brodhead ニュー ヨ WPI会員。工学専門家として鉄道建設に従事、電話・銀行等の実業
(1809-1890) ーク州
Charles Lewis Colby マサチュ WPI会員。輸入業の後、鉄道の建設と経営、鉱業にも関与。父親の
ーセッツ Gadinerも鉄道業で博愛家
州、l
John Anders Johnson 1844 (ノノレ WPI会員。ノルウェ一生。州議会上院・下院議員、農機具その他の製
(1832-1901) ウェー ) 造。工場に読書室を設置、スカンディナピア出身学生に奨学金給付、
老人ホームの開設等の博愛事業
Williarn Plankiston ペンシル WPI会員。父親の肉類卸販売を受け継ぎ、他の実業にも進出。美術館・
ベニア什| 公共図書館・博物館の運営に貢献
Jarnes A. Macalister 1850 (スコ 公立墾学校化運動期の教育委員会教育長。 スコットアンド移民。弁
(1840-1913) ットラン 護士。公教育に関心をもち、 1874年から83年まで市教育長、 1883年
ド) から90年までブィラデルフィア教育長。初期のプログレッシブ教育
の唱導者、現代言語、手技訓練、幼稚|翠教育、成人教育に尽力
John し Mitchell ウィスコ ミノレウォーキ一生、父親はスコットアンド移民(上掲)0 1885年の
(1842-1904) ンシン州 公立移管1寺の教育委員会教育委員長。金融関係の実業家で州議会・
連邦議会の議員を務めたほか、傷1夷軍人に対する慈善活動に尽力
Jererniah McClain Rusk オハイオ 1885~'1\1法可決時の川知事。政治家。 B. ハリソン大統領のもとでj義務
(1830-1893) 1'i1 省長宮




s Arnsden Proctor ジョージ 公立聾学校創設を答申した市教育委員会特別委員会の一人で護教育
ヨ93) ア州 特別委員会委員、新関編集者、州慈善・感化・矯正委員会において
顕著な業績、市の長老派教会の幹部、親はキリスト教伝導
出典:State Historical Society of Wisconsin， Dictionary of Wisconsin Biography， 1960; Aikens 





















しかし、公的資金による口話法欝学校の開設の条件のなかで、 WPI イl~IJ に備わっていなかっ
たのは、口話法および通学制を併用する理論化であった。たとえば口話法導入の意味づけ酬
は、学校開設当初は、手話法に対する憐慣のような情緒的な面が強く、聴者とのコミュニ
ケーションが可能となることがあげられた程度にすぎなかったし (WPIpt AR[1878] 9)、
家庭の意味づけはほとんどなかった。それは、 iコ話法を採用する教育機関構想が、自宅か








































(Cincinnati Public Schools 62~ Annual Report[1890J)、チト!立校よりも上位の階層に属
していた口話法聾学校の生徒に対しては、公立聾学校の弱点であるとされた職業準備およ





とである (Cincinnati6Pt AR[1889J; 64th AR[1893J; 66th AR [1895J)。このことは、聾児
においても聴児と同ーの教育白的・自擦を追究することを意味するD 具体的にいえば、自
活する有用な市民への教育 (Cincinnati，67th AR[1896J) にとどまらず、穂児と競争可能








































教育委員会の事業として評価が低かったのである CChicago39th AR [1892-93J 168) 0 その理
由は、シカゴ公立聾学校は、潜在的な就学者がし1るはずであるにもかかわらず、開設後約





















会だ、った特別基金委員会の報告の記述で明らかである O したがって初代の校長で撃者の P.A. 
エメリィが 1891年に退任し、市教育委員会と手話法聾学校を支えてきた聾唖者団体との関
が不和になる (Chicago39th Al~ [1892-93J 170)のは必然であった。
以上のシカゴ公立欝学校をめぐる動きは、シカゴ教育長の A.G. レイン (Albert G. Lane 
1841-1906)の在任期間とほぼ重なり、警学校の改革と関連があると患われるので、その改
革により彼が何を自ざしていたのかを探ることが、聾克の教育の目的・本質を分析するう






















摘する (Chicago38th AR[1891-92J 61-63; 4pt AR[l894-95J48-49)。第一の対応はもちろ
ん、現状の問題指摘だけでなく、義務教育法違反者に対する罰則強化で、ある (Chicago43rd 

































れている (Chicago43rd AR[1896-97]51-53)0 
レイン教育長は、義務教育の促進とともに、主流の子どもに対してはシティズンシッフ
の形成を自的とし、行動上の逸脱グループには、放置による社会的脅威化の防止を意図す
る(Chicago38th AR[1891-92]6L41st AR[1894-95J 48-49)0教育委員会委員長は、雄弁にシ
ティズンシップの社会的必要性とそれを獲得する子どもの譲渡できない権利を、無教育聾




数の増加が着任時の 2倍以上の 100名を越したことから、明らかに成功であった。 1896年
1月からは純口話法専門の聾学校も開設し、撃教育の効率と口話法への転換を明確にした0
1896年 9月には、前任の併用法に立つ校長に代わり、純口話法の聾幼児教育をアメリカで
最初に開始した M. マコーウェン (MaryMcCowen 1848-1930) を採用し、聾幼児に対する教














特別訓練が推奨された(Chicago60th AR [1913-14J 360) 0 
シカゴ公立学校では、児童研究部が設置されたこともあり、科学的な心身の個別差研究
は、年次報告でも詳細に報告されている (Chicago 45th AR [1898-99J 27-69; 46th 
AR[1899-1900] 37~116; 60th AR[1913-14] 158-164)0 シカゴ聾学校への入学対象者は、児童
研究部が勧告した (Chicago53rd AR[1906-07J 184)。聴力の程度や失糖、時期により生徒の
3分類を行ったり、音の増幅器の製作の必要性を主張した。とりわけ残存聴力のある生徒
? ???




施あるいは計画し (Chicago50th AR[1903-04J121 -123; 520d AR[1905-06J184-189; 53rd AR 












































































や、自分たちが他の子どもにごく類似しているという事実を誇りに患っているJ(Los Ange 1 s 








こうして口話法運動では、聴児(者)の世界との交流促進が標語となる o A. Gベノレ





におかれたままであったが、 20世紀になると、聴児との接触の強化が試みられる o I可能な
場合Jとしづ限定っきであったが、工作のような教科が追加されて、聴児との交流が試行
された(デトロイトではスロイドや料理の授業で試みられた。 DetroitBoard of 


























普及したウィスコンシン州の~\I'I 立機関運営局長 (conductor)だ、った F.M. ジャック (F.抵











より広範な地平J(J ack [1907] 988)を広く示したのであった口
もちろんジャックには、通学制聾学校計画が年に 2万ドノレも経費節減できるメリットが









































話法の立場からではあった (Chicago43吋 AR[1896-97]130-131， 133)。なお 1897-98年度に











43rd AR [1896-97J 128) 0教育委員会は殺に公立聾学校の在り方に対する開き取りを行い、平
日寄宿制構想、を彼らから引き出した O 実際にはそのように誘導した (Chicago4Pt 
AR[1894-95J)。また「聾唖」のスティグ、マ性を軽減するためにその呼称を廃止し、「聾Jに








生徒数127人で、併用法生徒の年間出席の 9ヶ月超が 29.5%、6ヶ月未満が 42.側、口話法






























































併用法は、 1868年の第 1IEJアメリカ聾i亜院校長会議(TheConference of Principals of 
American Institutions for Deaf and Dumb，現在の theConference of Educational 
Administrators of Schools and Programs for the Deaf: CEASD)で、 E.M. ギャ口一デッ
ト(EdwardMiner Gallaudet 1837-1917)により提案され、採択された(上野[1991J 223-235)。
19世紀末においては、全生徒数の約9割が併用法の指導を受けた。しかし口話法の指導を
受けた生徒数はますます増加する。表3は連邦内務省教育局の調査に基づいて、その増加

























した撃者の R.P.マックグレガー (RobertP. 出cGregor1849-1926) が後任となったが、こ
の有能な人物(中村[木村ほか 2009J32，35)が1年間しか在職しなかったことは、手話法と
撃者校長に対するセントノレイスにおける評価が肯定的で、はなかったのであろうと思われる口
1890年秋に、聾の聖職者のJ.H. クラウド(James H. Cloud)校長が任命された(退任
は1922年)。彼の勧告に基づいて、1891年2月に指導法は併用法に転換する (Cloud[1893] 4) 0 
当初は口話法に重点がおかれた併用法であったし、全生徒に試みられた口話法の成果がク
ラウド校長により、毎年のように示される (St.Louis 38th AR[1893] ; 40Lhぽ [1895]86; 43th 
AR [1898J 74)口22しかし 20世紀転換期には口話法と手話法の対象を限定し、かつ英語によ























































































1. 本研究の分担は以下の通りである。中村満紀男:はじめに、1. 1・2、11. 2 (1) 








1 . 併用法は現代では何時法と同義に用いられているが、その定義は 1868年の E.M. ギ
ャローデットの提案時点から多義的に理解され(Nover[2000J 90)、20世紀初頭に至って
も混乱していた。 AmericanAnnals of the Deaf and Dumb誌の編集長だ、った E.A. ブ







2. ボストン校(1877年 5月8日にホーレス・マン聾学校と改称)の開設は、 PhiloW. 
Packardという聾唖者のイニシアティブに発端がある。彼は 1864年、無料で 20名ほど
の9歳以下の教育涯のなかった聾唖児を集めて教育を試み、ボ、ストン市教育委員会に市
費の支出を要請した。彼の提案に関心をもった E.N. カーク (EdwardN. Kirk)博士と
いう聖職者がし1たが(彼は口話法にも関心をもつに至る。 Sa巾orn[1893J 10)、教育委員
会は一般的な関心を示しただけだった (BostonSchool Committee AR[1865J50 -51; 
usgood[2000J94)oこの年の 3月は、G.G. ノ¥ノくード(GardinerGreene Hubbard 1822-1897) 
が州議会に口話法聾学校の開設請願書を提出したクラーク聾学校 (TheClarke 










カゴ聾!盛者協会、シカゴ公立聾学校長の撃者 P.A. エメリィ (PhilipAlfred Emery) 





と (Emery[1886J 5) は、それが、口話法z 通学制運動の重要な論拠になっていくとい
う意味で留意する必要がある。なお彼は 1891年にシカゴ公立聾学校長を退任する O
? 。??














費負担を認めている (BostonSchool Commi ttee Report on Horace Mann School [1899J 
8-9)。




表が作成されていた (Boston School Committee Report on Horace Mann 
School [1899J 6-7; [1900J 5) 0 





15100人、オー・クレア 17500入、グリーン・ベイ 18700人、オシュコッシュ 22800人、
シェボイガン 22900人、ラ・クロス 25100入、ラシーン 29100人、スーベリアの 31100
人であった。なお、オハイオ州デイトンは 85333人であった。初期公立襲学校をリー







10. Ilttp://www.populstat.info/Americas/usas-wit. htrr1;http://www. census. gov/statab/ 
hist/出-07.pdf;http: / /WVfW. elderweb. com/home/node/2835; 11ttp://www.census.gov 




の割合がプロどデンス)0 1879年 63.97(76.33)弘、 1882年 62.58(77.45)弘、 1885年
61. 14 (77.20)弘、 1888年61.83 (79. 59)弘、 1891年 59.86 (81. 30弘)誌であり、両市開の全就
学者中に占める公立学校就学者の差は歴然としていた。不就学率は 1879年、 1880年で
ミルウォーキーが 44.43弘であるのに対し、プロピデンスは 16.73、20.62であり、ミノレ
ウォーキーは不就学者がきわめて多かったといえる o Milwaukee Public School， 21th 











AR [1898J 68め)0 しかし、親の意思尊重は口話法を選択する親にのみ適用され、手話法を
選択する親は線中にないD
13. 20世紀初頭において、聾者の職業は農業から工業へと明らかに変化しつつあったD
Best (1943)は国勢調査により、 1910年と 1920年の撃者の就業職種を示している O こ
の時期の聾者の就労先は、ほぼ農業、製造・機械業、家事・個人サーピスに限定され
ており、農業は 34.5制瓦ら 24.4%に減少し(男性の場合は 39.3制￥ら 24.4話)、製造・機
械業では 47.5出から 58.7弘(男性のみだと増加が著しく、 48.4制瓦ら 61.5出)に増加し、
家事・他人サービスは9.8%から 8.7鳴に減少している。なお、全撃者のなかで就労して
いる聾者の割合は 1910年と 1920年ではほとんど変化がなく、男性では全体の約 60始、
女性では約 15%であるが、 60%というこの男性撃者の就労率は、人口全体の男性の就労
率約 800/0と比較すると著しく低い (Best[1943J 219， 225-226) 0 また、 20世紀後半に
なるまで、聾者にとって印刷は収入のよい職種であった(パン・クリーブ/クローチ
[1993J 162-164)。


















して、親と教師の会 (TheAssociation of Teachers and Friends of Deaf Children) 









19. やや後の時期である 1907年の数値ではあるが、学校教育を受けた聾者の 81%が就労
(Best [1943J 221)していたことは、教育が就労とそれを基盤とする社会生活を可能に
するうえで、有効で、あったことを説得できる根拠となったであろう。しかし、学校通学








21. ニューヨーク市の私立口話法学校を経営していた].D.ライト(JohnDutton Wright) 
は 1914年の論文でアメリカとカナダの指導法の状況について設立および通学形態と生
徒数を関わず示しているが、アメリカの状況だけを抜粋すると、併ニ用法 60、口話法 78、






唆しているものと思われる。 Wright(1914) 17-23. 
22. クラウド校長は、黒人の聾児の教育機会の拡大も主張しているoSt. Louis 36th 
AR(l891) 53; 37th AR(l892)60; 38th AR(l893) 72. 
23. Anonymous (1923) 249. クラウドは、 1920-23年のアメリカ聾者協会 (TheNational 
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価に批判的な研究は少数ながら存在する。たとえばE. ホフマンは 1975年に、 E.Eファレ
ノレ(後出)を例として、特殊学級教育に否定的な一面的理解に疑問を呈している
(Hoffman [1975J42)。後に 1990年代に特殊教育擁護の立場からインクノレージョン論争で名

































































気や親の;怠慢J(Springfield School Commi ttee Annual Report for 1896， 27) による不
規則な通学であった。
第二のグループ。は「知的・道徳的に特異な (peculiar) な子どもj であり、一部だけは
精神薄弱であったが、それ以外は知的・道徳的に特異な生徒であった。彼らには通常学級
の教育は利益にならず、イ也の子どもには妨害的な存在であるが、少人数学級で専門的な教


























情緒や感情や意思力や精神力の重視である (ProvidenceAR for 1907-08， 71-72， 104-105; 
Boston School Commi ttee 6th AR [1885J 13; Boston 8th AR [1887J 40; Boston Documents 
[1902J29; St. Louis Board of Education 58th AR[1912J187-189)0成果は、学業面だけで
なく、生徒自身が知的能力を意識し、自己に自信をもち、自侍心を得たこと、他者に対し






(Providence AR for 1907-08， 71-72)0 
しかしこの措置は、通常学級から特殊学級への一方向的な措置であったわけで、はなかっ
たのである。また、少なくとも指導主事レベノレでは、混合学年学級の正当で不可欠な位寵






とする。プロビデンス教育委員会は、 1894年に特別規律・指導学校 (Schoolsfor Special 
Discipline and Instruction) を設置した。この特別学校は元来は規律上の問題をもった
子どもを想定していたが、通学が不規則、年長、英語知識の不足のような行動以外の問題
を抱えていることが判明し スティグマの付与を防止するために、個別的学業の学校
(Schools for Individual Work) と改称された口さらに面倒を起こしたり、教師の指示を
きかない子どもの多くは知的に欠けていてそれに合わせた指導が必要であることが判明し
た。かくして、 1896年にアメリカ最初の精神薄弱児特殊学級(名称は Schoolfor Backward 
Chi ldren) がプロピデンス公立学校に開設されることになる(中村 [1992J79-83
Providence for 1899-1900， 136一-137)0
第二の混合学年学級の分化の事例は、ミズ一川十iセントノレイス公立学校である。当市で




必要と考えていた。精神薄弱児学級と、非精神薄弱の 2種類の合計 3種の学級J(St. Louis， 
62nd AR[1916J143-144)であった。
しかしこのような混合学年学級にはスティグマ潤題が生じた。それは、この学級が本来
の開設趣旨を変質させ (Boston8th AR [1887J 29)、諸種の逸脱生徒の委託先になったためで
ある。その原因もボストンでは認識されていて、混合学年学級を「追放 (BotanyBay) J学
級あるいは精神薄弱学級とする通常学級の教員の評価であり、時には遅鈍生徒や非行の生
徒の放棄場所にする通常学校の機能にあった (Boston8th AR [1887] 39)。こうして、混合学
年学級の正当な開設趣旨と機能を改めて明示する必要性が生じたのである。
教育委員会内の指導主事レベノレでは、このような混合学年学級を開設趣旨通りに機能さ
せる方法は、「最も賢明で最もスキノレを備えた献身的な教師j の「最善の努力J(Boston 8th 
AR [1887J 40) であると考えた。しかし、無能な通常学級教員が、「混合学年学級では十分に






























化における殺の代行等 (Chicago52nd AR[1906J190， 191， 192-193， 195)、スティグマやダ
ンピングを軽減・消滅させようとする努力と、それらを再生産させる現実が公立学校にあ
ったのである。後者の例としては、 14年間の混合学年学級担任の毘定や学業閤難な生徒に
対する画一的な教育内容=手技の提供 (Chicago52nd AR[l906] 190， 191， 198-199)、医学




































(Ada M. Fi tts) である。彼女は、はボストンの精神薄弱特殊学級を確立し (usgood






















































































































































という成果があった (Chicago53rd AR [1907J 183)。
盲学級制度を確立させたもう一人の功労者であるクリーブランドの吉学級教員 R.B. ア























アピーノレするからである (Chicago46lh AR [1900J 31-32) 0 それゆえ、この自的達成が悶難
















(Chicago 48th AR[1902J80-81)o 
戸外学校(外気学校:open air schools) は、 1908年 1月 27日、ロードアイランド州プ
ロビデンス公立学校に結核児を対象として開設され (Providence[1907 -08J 10寸2，53-55)、



































伴う限界が明らかとなっていたからである。全国慈善矯正会議 (TheNational Conference 

































る」と要望している (Cleveland81st AR[1907]37)o この要望は、寄宿制学校を含めてま

























































トマーの高い評価を含む前書き付きで残されている o Farrell (1911) Round Table 
Discussions wi th Student Observers. 1n Wi tmer， 138-204. なお本著書には、ブアレ
ノレ執筆の特殊学級の組織と活動についてそれぞれ 1章が充てられている。
5 . 1900年代末のクリーブランド教育委員会は、早期退学・学業不振・留年の繰り返し




し基金不足」は校舎の増加も教員の増員もまったく不可能にした (Cleveland 79th 






Ayers， L.P. (1910) Open-Air Schools. Doubleday， Page & Co.， New York. 
Ayres， L. P. (1911) Open-Air Schools. Transactions of thθ 八恒tionalAssociation for 
thθ Study and Prθvention of thθ Tubθrculosis， 7， 77-83. 
Barr， M. W. (1903-04) What can Teachers of 刊ormalChildren Learn from the Teachers 
of Defectives. Journal of Psycho-Asthθnics， 8 (2/3)， 55-59. 
Boston School Comrni ttee Annual Report， 6th (1885)， 8th (1887)， 1896， 1902. 
Boston School Committee Documents for the Year 1902. 
Brown， ]. (1992) The Definition of a Profession The Authority of Metaphor in the 
Hi story of 1ntell igence Test ing， 1890-1930. Princeton Uni versi ty Press， 
Princeton， N]. 
Bruner， F. G. (191) What Shall We Teach the Subnormal Child? Educational Bi-lI1o刀thly，
7， 112-123. 
Byers， ].P. (1917) The Special Class in the Public Schools. The Commi ttee 0ロProvision
for the Feeble-Minded. Bulletin No.4. 
Chicago Board of Education Annual Report， 21st (1875) -53~(1907). 
Cleveland Public Schools Annual Report， 68山(1904)-8pt(1918). 
The Convention of American 1nstructors of the Deaf and Dumb (1870). ァhProcθdings 
of (1870)， 119-132. 
Crockett， ].B. and Kauffman， ]. M. (1999) The Least Restricti ve Environment 1ts Origin 
and 1nterpretations in Special Education. Lawrence Er lbaum Associates， Mahwah， 
N. ]. 
Curti， M. (1961) Tradi tion and 1nnovation in American Philanthropy. Procθdings of 
thθAmerica刀 Philosophica1Sociθt九 105，146-156. 
Fagan， T.K. (1986) The Historical Origins and Growth of Programs to Prepare School 
Psychologists in the United States. Journa1 of Schoo1 Psycho1ogh 24， 9-22. 
Farrell (1911) Round Table Discussions with Student Observers. 1n L. Witmer (1911) 
The Special Class for Backward Children. Psychological Clinic Press， 
Phi ladelphia， 138-204. 
Fitts， A.M. (1915) How to Fill Gap between the Special Classes and 1nstitutions. 
Journa1 of Psycho-Asthθ刀ics，20(3，4)， 78-87. 
Gulic k， L.H. and Ayres， L.P. (1913) Medical 1nspection of Schools. Survey Associates， 
New York. 
Hart， H.礼 (1906)Report of the Comrnittee of Children. 33th of庁 oceedl勾sl¥匂tio刀a1
Cont;θrθ'ncθof Charitiθs and Corrθctio刀. 87-95. 
Healy， W. (1918-19) Normal i ties of the Feebleminded. Journa1 of Psycho-Asthθ'l7lCS， 
23， 175-185. 
Hoffman， E. (1975) rtl'8 American Public School and the Deviant Chi ld: The Origins of 




Irwin， E. and Marks， L. A. (1924) Fitting the School to the Child An Experiment in 
Public Education. Macmillan Co.， New York. 
Kauffman， ].M. (1976) Nineteenth Century Views of Children' s Behavior Disorders: 
Historical Contributions and Continuing Issues. Journal of Spθcial Education， 
10. 335-349. 
ジョーンズ， K. W. 小野善郎訳 (2005)アメリカの児童相談の歴史.明石番j苫.
Martens， E.比(1951)Development of State Program. Journal of Excθ'Ptional Childrθ九
17 (8)， 236-238. 
中村満紀男(1992)世紀転換期アメリカ公立学校制度における精神薄弱特殊学級(学校)の




中村満紀男・田代みのり (1992) Elizabeth E. ファレノレの特殊学級における精神薄弱児教
育と思想(1900-1932).障害者宿題史研究紀要， 35， 27-40. 
討eterer，1. (1920) Follow Up Study of Special Class Pupils. [Jngl百dθd，5(5)， 116-118; 
5 (6-7)， 150-154. 
伺典子・佐々木娘二・木村素子・越源逸・米国宏樹・中村満紀男 (2006)20世紀アメリカ
合衆国公立学校特殊学級における統合と排除の両義的展開とインクルーシブ教育の
源泉-序説.心身障害学研究， 30， 113-127. 
Osgood， R.L. (2000) For “Children who Vary from the Normal Type" Special Education 
in Boston， 1838-1930. Gallaudet University Press， Washington， D.C. 
Providence School Commi ttee Annual Report for the Year 1893-96， 1899-1900， 1906-08. 
Providence School Commi ttee Report for the Year 1899-1900 (1901) Centennial 
Celebration of the Establishment of the Public School. Historical Addresses 
and Reports. 
Report of the Commission Appointed by the School Committee of the City of Boston to 
Investigate the Problem Tuberculosis Among School Children (1909). 
St. Louis Public Schools Annual Report， 27th (1882)， 58th(1912)， 62nd(1916). 
Springfield School Committee Annual Report for 1895-96， 1898. 
Wiebe， R.H. (1967) The Search for Order 1877-1920. Hill and Wang， New York. 
Winzer， M.A. (1993) The History of Special Education. Gallaudet University Press， 












































児が 20人以上いる学区では、混合学年学級の設置が可能であった (St.Louis 68th AR 
[1922J65-73)0 こうして、すべての特殊学級・学校登録者 (1241人)および在籍者 (998
人)は、通常の初等学校在籍者のそれに対して、登録数の1.2側、在籍数の1.36拡を占めた
2 (St. Louis 681h AR[1922J 111)。混合学年学級への措置や通常の学年への復帰、個別検査
の対象者の決定は、教育・心理検査の結果に基づいて行われることになり、恋意的な判断
によらなくなったが、検査結果への過度の依存が生じたともいえる。混合学年学級対象者
は、 8歳以上で学年が 2年以上遅れていて、スタンフォードーピネ検査で知能指数が 65-90


























ことができる。これらの条件が揃うのは、 1920年代である。 1929年には、 23の大都市の
うち 5都市に特殊教育専任の責任者がし¥た (Reavis，et a1. [1931J206-207) 
1931年時点で、の全国的な特殊教育教員養成状況を一瞥してみると、精神薄弱特殊学級教






















































てもJ、f幸福と満足Jなことである (Simpson[1924]800) という、 19 世紀前半における
児・富児・自痴児教育の倉IJ始において用いられた常套句が再現されることになる。
肢体不自由児教育において、このような教育目的が陳腐であることは、当時の公立学校
教育の教育自的を参照すればよく理解できる (Ysseldyke& Algozzine[1982]7-8)0 1918年
の全国教育研究協会 (NEA) 中等教育再編委員会が掲げたのはつぎの 7つの目標だ、った。
健康、基本的処理能力、家族として立派な一員、職業、シティズンシップ、
価値ある余暇、道徳的性格




















































































たとえば、 1930年にフーバー大統領 (HerbertClark Hoover 1874-1964. 任期 1929-1933)
により設置された児童の健康と保護に関する自亜館会議 (TheWhite House Conference on 
Child Health and Protection) には4領域のーっとして「障害児J4が設寵され、その領
域はさらに、①A委員会:障害児のための州・地方の組織、②B委員会:身体的・精神的障
害児、③C委員会 1 要保護と遺棄による社会的障害児、④C委員会 2 非行による社会的















(]ohnstone[1931] 338-339) . 
このような考えは この時期のアメリカ特殊教育の到達点を示すものといってよし1から
(ほぼ同じ時期に刊行されたウォーリンの論文でも、他の子どもと伺ーの譲渡できない権





















































































































































































の方針が、生来の傾向と可能性の尊重の結果であるというのであろう (RochesterBoard of 






























年少期を過ぎた魯鈍が 16 歳以降でも知的発達が可能であるという見方である (l~aymond






























































ても十分に社会的存在になることが期待できるとまで言い切る (Missouri 2nd BR 
[1924J6， 14; 3rdBR[l926J39-41)oこの施設の正確な学校部生徒数ははっきりしないが、 1924
年末で、施設在籍者数 684のうち、学校部在籍者数は 295となっており、体操や職業教育
等以外の受講者数は幼稚園 14、初等レベノレ以下の受講が 11、初等 23、学年別の勉強引と






















































A. A.ダグラス (AubreyA. Douglass)の著書 (Douglass[1940J467-494)は特殊教育を表題





学習思難を解決するoS. T. オートン (SamuelTorrey Orton 1879-1948) の失読症
(word~blindness) の指導法も紹介されている。


















































































































の対象として再評価し、教育を試みる点にみられる O アメリカ盲人援護協会 (American











ダン (LloydM. Dunn 1917-2006) は、公立学校で教青機会はあるものの、精神薄弱
でないにもかかわらず精神薄弱学級に過剰に措置されている状況と構造を問題提起した












の全国団体である学習障害児協会 (TheAssociation for Chi ldren wi th Learning 
Di sabi 1.i ties: ACLD)が結成された。 1969年には、学習障害児法(TheChi ldren wi th Specific 




































































次的であった)。そのうえ、 10年前には施設内保護を支持していた (inMurdoch [1913J 41) 
ニューヨーク州立シラキュース施設長の O.H. コブ (OrenHaward Cobb 1880-1931)は、
パロールには経済的・社会的利点だけでなく、コミュニティ生活を憲法上の権利である
とした (Cobb[1922-23J)o同じように、マサチューセッツ州ウェイバリィ施設のソーシ







施設長、 G.L. ウォリス (GeorgeL. Wa11ace 1872-1930)により、その見通しの甘さを
戒められることになる(inPotter &明cCo11ister[1926JI87-188)o
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メジカ精神遅滞学会 (theAmerican Association on Mental l~etardation : AA服.現在の
アメリカ知的・発達障害学会 theAmerican Association Intellectual and Developmental 
Disabi 1 i ties: AAIDD)の第 130回総会 (2006年5月開催)が掲げたテーマは「社会的イン





















からであるという (Bryan，et a1.， quoted in Fuchs & Fuchs[1990J253)。


































1 ) ニューヨーク・タイムズには、「特殊教育はいまや公民権問題であるj との見出しで
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告)J (以下、 r21世紀報告J)、② 121世紀報告」を受けて具体的な方向性を提示した








ての基本的な考え方J2 (1) ) .1教育、福祉、医療、労働等が一体となって乳幼児期から学校卒業後まで障害のある子ども及






















































イギリスでは、 11981年教育法J (以下 181年法Jと略称する)により、 「特別な教育






いた。また、イギリス全体でみても、その比率は 2%)弱であり (EducationラScienceand Arts 
Committee [1987JJ44-148)、「ウォーノック報告Jが推;定していた約 200/0の子どもが SENを
有するという比率とはほど遠い値となっていた。
そのような中で、 1990年代に入ると 1992f(三に、 181年法J施行以降の特別教育の実態





ること、であった (AuditCommissionJHMI[1992bJ ，5) 0 こうした問題点を克服し、 181年法j










た。 1実施規則j では、子どもの評価について、 5段階 (Stage)からなる新しいシステム





















193年法」第3部は、 11996年教育法J (以下 196年法Jと略称する)の制定により、
その第4部に移行しているが、基本的枠組みは変わらなかった。一方、 2001年に成立した
12001年特別な教育的ニーズ・障害法J (以下 12001年法」と略称する)は従前の施策に
転換をもたらした。 12001年法Jは、 196年法J第lV部と 11995年障害差別禁止法 (Disability
Discrimination Act 1995) J 以下、 195年法j と略称する)第盟、 W部の修正を主な百的
とした法律である。 12001年法j は両法を全面修正するものではなく、部分修正や条文の
追加としづ形式を採っている。 12001年法」は 3部構成で、全43条と 9付員Ijからなる。第
1部の「特別な教育的ニーズJが 196年法Jの第lV部の修正を行い、また、第2部の「教
育における障害差別j で 195年法j の第盟、lV部を修正している。また、 12001年法j と
共に、 1994年に出された「実施規則j も改訂版が出された (DfES[2001 aJ) 0 
これに伴い、評価システムも修正され、判定書が作成される前の段階が SchoolAction と





Table 1 は、この評価プロセスからみた SENがある児童生徒の全学齢児童生徒数に対す
? ?? ?






2005 2006 2007 2008 2009 
判定書有りの比率 2.9 2.9 2.8 2.8 2.7 
School Action，d〉School 
Acrion Plus 比率 14.9 15.7 16.4 17.2 17.8 
言十 17.1 18.6 19.2 20.0 20.5 










う。ただし、平成 20年度の通常学校の実態をみてみると、 何回51Jの教育支援計画j を作成












































一方、 1997年に政権に復帰した労働党は、 DDAの一部を改正し、それまで DDAの執行
状況を監督していた「全国障害協会 (NationalDisability Council) Jを印章害権利委員会
(Disability Rights Commission) J [以下、 DRCと略称する]に改組し、その権限を強化し
ている o DRCは、 DDAを円滑に実施する上で重要な役割を果たしている。




クスクノレージョンからインクルージョンへ (FromExclusion to Inclusion) Jを政府に提出し、
障害者の生活に影響がある 156件についての勧告を行っている。その中の第4章で教育に
おける障害者のニーズ、についても報告されており、高等教育についても言及されていた。
そのような中で、 f2001年特別な教育的ニーズ・障害法 (SpecialEducational Needs and 











一方、 SENDAでは、第2部の第 2主主の第 26条から第 34条で高等教育における事項が扱





違法とした(第 28R条第(1)節) 0 また、学生に提供するサービスにおいて差別したり(第
28R条第(2)街)、障害者を停学・退学させて差別することは、その期間にかかわらず違法






































































































































































































さらに、 2005年の別の報告 (Ofsted[2005b])では、この 5つの視点を関連づけること及び
学校査察の評価要件にすることを求めている。
関係機関が連携して子どものニーズに対‘応するに際して、イギリスでは rCommon




なお、 2007年にブラウン政権が誕生した際、教育技能省(Departmentfor Education and 
Skills)と貿易産業省CDepartmentofTrade and Industry)の2省が再編され、子ども・学校・家
庭省CDepar加lentfor Children， Schools and Families)、刷新・大学・技能省(Departmentfor 
Innovation， Universities and Skills)、職業・企業経営・規制改革省CDepartmentfor Business， 







































遡ることができ、当初は、 「キャリア (career)Jという用語が一般的であり、 「キャリア教
育jや「キャリア開発」といったかたちで、障害児者への教育にも取り入れられていった。



































からであるD この修正では、法律名が「障害者教育法JOndividuals with Disabilities Education 





続いて、 1997年の修正法(P.L.I05-17)では、 ITPの作成の期限が 14歳に引き下げられ、
より平くから、卒業後を見据えた計画が作成されることになった。また、 ITPの中に、関連
サービスを組み込むことが規定された。現在、この関連サービスの内容は、 「オージオロジ
」ー、 fカウンセリング・サービス」、 f早期発見・評価j 、 「医学サービスJ、 「作業
療法J、 「歩行訓練サービス」、 「保護者のカウンセリングと訓練j、 「理学療法」、 f心
理学的サービスj 、 「余暇」、 「リハビリテーション・カウンセリングサービスj 、 「学











1997年の「障害者教育法修正j は、 2004年に「障害者教育改善法 CIndividualswith 
Disabi1ities Education Improvement Act) と改称され、現行のシステムはi司法の規定に基づい













































1975年全障害児教育法 (P.L. 94-142) 
1976年職業教育法修正 TitleI (P.L.94-482) 
1982年職業訓練パートナーシップ法 (P.L.97-300)




1990年障害者差別禁止法 (p.L.1 0 1-336) 
1990年 ノ号ーキンス職業・応用テクノロジー教育法 (P.L.IOl-392)





1998年 ノミーキンス職業・応用テクノロジー教育法修正 (p.L.1 05-332) 
2001年 一人も落ちこぼれを出さないための法律 (P.L.I0下110)
2004年障害者教育改善法(P.L.108-446)
* TestラAspel，andEverson (2006) p.12を元に筆者が加筆修正した。






































の禁止を明記した。さらに、聴覚障害者と言語障害者が、他の人とTD D (Telecommunication 















( 5) 1998年リハビリテーション法修正(P.L. 1 05-222) 
地方、州、及び連邦レベルで、の就労フ。ログラムと訓練プログラムの統合を目指したもの
である。本法により、 IWRPが、 「倍J31j就労計画 CIndividualizedPlan fo1' Employment) :IPEJ 
に改称され、これ以降、 IEP と IPE の~連が重要視されることになった。また、障害者がリ
ハビリテーション・プロセスを通じて、 「十分な情報に基づく選択j を行う権利が規定さ
れたことは、障害児の自己決定の促進につながった。







( 7) 1982年職業訓練パートナーシップ法 (P.L. 97-300) 











































































1978年の fウォーノック報告j の提言を受けて成立した r1981年教育法 (Education















る傾向が強かった (Willey[1989 ]ラ136-138，Harris and Eden[2000Jぷ1) 0 
「改革法Jの実施により、関係者の特別教育に対する不安が高まる中で、 1992年に、 r81 
年法J施行以降の特別教育の実態を分析した 2つの報告書 (AuditCommissionIHMI 
? ???
[1992a] [1992b]) が出されている。これを受けて、立~ 1-1)で指摘した通り、その後の






育法J (以下、 r96年法Jと略称する)の制定により i司法の第4部に移行しているが、そ
の基本的枠組みは変わっていなし¥D インテグレーションに関わる具体的な規定は第 316条
( 193年法jでは第 160条に該当)で扱われており、以下のように記されている。
















































Educational Needs and Disability Act 2001) [以下、 i2001年法Jと略称する]で実現すること




























インクルーシブ教育研究センターの調査 (Rusterrnier& Vaughan [2005J)によると、 2002
年、 2003年、 2004年において、特別学校等の分離された場で教育されている子どもの数は、




でみてみると、 Newham(0.06%) ，Rutland (0.23%) ，Nortinghamshire (0.45%)，Nottingham (0.47%)， 
Cumbria (0.49%)の比率が低く、インクノレーシブ教育が進展していることがうかがえる。一
方、特別学校への在籍率が高い地域としては、 SouthTyneside (1.46%)川liral(1.34%) ，Halton 
(1.32%) ，Knowsley (1.32%)， Stoke同011-Trent (1.23%) ， BiI羽ingham(1.21 %) ，Lewishaw (1.21 %) 
が挙げられ、かなりの地域差が認められる (Rusterrnier& Vaughan[2005J ，9-10)。
また、全体的にみると、 148の地方教育当局の内、特別学校在籍率が減少したのが 91、














































みられる O当初、特別学校で教育される子どもの比率は低下すべきであるJ(DfES [2004 J ) 37) 
としていたが、 「特別学校を閉鎖する施策は採っていなしリ、 「特別学校は継続的に重要
な役割を果たす」、 「柔軟な対応の連続体 (af1exible continuum of provision) Jという考え
に基づいて将来の施策を考えている (Houseof Commons Education and Skills 































































ている (DfE(1992) ，para20)。また、大臣への申し立ての内、約 3分の 2は、当局の見解を




用いる保護者は極めて少ないことが指摘されている (Audit Commission/HNI 
[ 1992Jラpara.133)0 事実、決定に要する期間は、判定書を作成しないことに対する申し立て
の場合は平均 6~9 か月、また、判定書の内容に対する場合は平均 9 ~12 か月であり、複
雑なケースの場合はそれ以上必要であることが指摘されている (Audit







別な教育的ニーズ裁定委員会 (SpecialEducational Needs Tribuna}) (SENT) Jが設置されたの





定委員会 (SpecialEducational Needs and Disabi1ity TribunaI) (SENDIST) Jと名称を代え、 SENT




































Table 3は最近 10年間の申し立て件数の推移を示したものである(Tribunals 




年度 98/99 99/00 00101 01102 02/03 03/04 04/05 05/06 06/07 07/08 
申込 2595 2642 3035 3445 3772 3637 3513 3717 3378 3635 
受理 2412 2463 2728 3048 3532 3354 3215 3410 3110 3392 
3)不服申し立ての処理結果
Table 4 は、不服申し立てがどのように処理されたのかについて示したものである
(Tribunals Service [2009 J) 0 











度 2006-07 2007-08 
内容 件数 % 件数 % 
裁対和解象定外
1090 34 968 30 
811 26 978 30 
61 つ 61 2 
取り下げ 1214 38 1236 38 
3176 100 3243 100 
4)不服申し立ての内容
Table 5は、最近2年間における不服申し立ての内容について、その割合を示したもので
ある (TribunalsService [2009]) 0 06-07年度、 07-08年度ともに、評価の拒否が最も多く、そ





年 度 2006-07 2007-08 
内容 件数 % 件数拡
評価の拒否 1237 40 1257 37 
判評校定定価名警書へののの維第作拒変の一学成否持更23 ， の拒否
247 8 240 7 
再学 の中止の決記定
58 2 56 2 
16 16 。
56 2 45 
半Ij 校の不明 。 。。
判定定書書 3節 335 1 391 12 ~，~IJ íÊfJf:O)m 2，3、4節 821 26 1030 30 
判定書の第4節 338 1 357 1 
3109 100 3392 100 
5)特別な教育約ニーズのタイプ別にみた不服申し立て
Table 6は、特別な教育的ニーズのタイプ別にみた不服申し立ての件数と割合を示したも







年 度 2006-07 2007-08 
タイプ。 件数 % 件数 % 
ALItlstic uSrp，Eec1t1IU0t1i1o Disorder 781 25 944 28 
Behaviour，Emotional & Social Difficulty 574 18 570 17 
Hearing e imLpea irment 95 3 91 コ，、
Moder引 amingDifficulty 175 6 347 10 
Mu16 Sensory Impairment 2 。 2 O 
Other 3 O 2 。
PS1ueP1ovyCfeCmor1eu自anC Ll d Le13ae1nmasd ramnMmg lUIg tDy MDlp伍1l白c1ucLluety laty l羽田gDif日culty
165 5 152 4 
27 39 
42 73 2 
481 16 555 16 
Supnekcen1cfohiu c ，Language &COInmlmeat20n Needs 391 13 334 10 
own 336 1 255 8 
Visual impairment 37 28 













年 }支 2006-07 2007-08 
内容 支持棄却計 支持棄却計
評判再価定書価書の拒の否作拒成の拒否
144 90 234 113 75 188 
41 24 65 40 25 65 
評定 のの維持否の中止の決定
5 8 13 8 2 10 
12 5 17 19 4 23 
判判学校定定名書書の第第変2，3 節
112 l3 125 74 1 85 
4J節、4首長 438 25 463 379 26 405 
75 38 113 56 33 89 
の の拒否 2 6 8 2 コ 7 
への更学校の不明記 。 。。 O 













































































学校教育法の章の構成は、第8章 f特別支援教育J以外は、第 3章「幼稚園j から第 10章
- 187 -
「高等専門学校」まで、第 1条の学校種別に対応したかたちとなっている。この構成から




















1 ) 判定書 (Statement)の内容は以下の通りである。 Part 1 プロフィー ノレ (Introduction)
[子どもの年齢、性別等が記される]，Part 2 特別な教育的ニーズ (Special Educational 
Needs) J、Pm13 特別な教育的対応 (SpecialEducational Provision) J、 Part 4 学
校名 (Placement)J、Part5 教育以外のニーズ、 (Non-educational needs) J、Part6: 
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( 1 )日本における特殊教育制度の胎動-1979(昭和 54)年養護学校義務制前まで
日本において、障害児の教育が特殊教育として法的に位置づけられたのは第二次世界大

























































(1978年 10月 6日、文初特第 309号)に基づく「特殊教育諸学校Jと特殊学級によって構
成されることで完成した。 309号通達では、重度・重複障害児の教育措置、就学指導体制の
整備(特殊教育センターの整備と就学指導委員会の設置)、就学猶予・免除に対する慎重



























































































































































































ジョンソン大統領は、大統領精神遅滞委員会 (President'sCommittee on Mental 
Retardation: PCMR)を常置した (2003年には、 PCMRは町内esident's Commi ttee for People 
with Intellectual Disabilities: PCPID)に改称される)0 1978年、カータ一大統領は内務
省教育局内に全国障害者問題協議会 (NationalCouncil on Disability: NCD)を設置した。
1996年、クリントン政府の NCDは、全国障害問題政策サミット (NationalSummit on 































































































































































































たウォーノック報告について、独立教育助言団体、 Advisory Centre for Education (ACE) 
は、伺報告の最も重要なテーマとして、 「親を障害児教育におけるパートナーとして引き
入れることの重要性と、現在の障害児と非障害児を鋭く区別することを止めること j
(Advisory Centre for Education[1981Jl) を指j稿している O 間じように、アメリカ合衆
国でも、通常教育と特殊教育を改めることになった全障害児教育法 (PL94-142)の6つの




























































































































































4) 1993 (平成 5)年の国際連合総会における「障害者の機会均等化に関する標準規員UJ
の採択、 1994(平成6)年の「特別なニーズ教育に関する世界会議Jにおける fサラ
マンカ宣言Jの採択、また、 2002(平成 14)年 10月の冨連アジア太平洋経済社会委員
会 (ESCAP)ハイレベル政府開会合における「びわこミレニアムフレームワーク」の採
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中央教育審議会 (2004)~特別支援教育を推進するための制度の在り方について(中間報告は





















































ュラム)の研究が行われるようになってきている (Wi11 iams， W.， Fox， T.， Fox， W.， Roche， 
K.， Prue， ].， Farr， L.， & Di11enbeck A.， 2001 ; Rainforth， B.& Kugelmass， ].W.， 2003 ; 
- 217 -
Villa， R. A. & Thousand， J.S.， 2005)。インクノレーシブ教育の実践における課題の一つ
が、実際に地域の通常学校において様々なニーズ、のある児童生徒を指導する際のカリキュ
ラムの在り方であることは、インクルーシブ教育に関する議論の当初から指摘され、議論
されてきているところでもある (Stainback& Stainback， 1992; Si va & Whi te， 1997; 



















































成度(achievement)に対する教育者の説明責任の 3点に目的を置いた改革である (Nolet& 
McLaughlin， 2000)。
米留は、 1983年に「危機に立つ国家(ANation at Risk)Jを刊行して以来、学力低下へ
の対策として、「教育水準に基づく教育改革」を推進している (Roeber，1999; Nolet & 
McLaughlin， 2000;Smith，2006)o r危機に立つ国家」では、学力向上と教育格差の減少を目
指すべく、授業量の増加、新しい教科内容の導入、高校卒業要件の強化等の改革が提案さ
れた(NationalCommission on Excellence in Education， 1983) 0 
その後、 1994年に、ゴール2000:アメリカ教育法(Goals2000:Educate America Act)と、
初等中等教育改正法(ImproveAmerica' s School Act)が制定された。この二つの法律では、
全ての児童生徒が教育水準に沿った教育内容を学習することに対し、学校・州、iが説明責任
を果たすべく、各州に対し、教育水準の設定と学力試験の導入が推進された (U.S. 
Department of Education， 1994a;1994b)o これらの法律の制定により、連邦政府としての
「教育水準に基づく教育改革j の方向性が示されたD








別教育フQログラム (IndividualizedEducation Prograrn，以下 IEP)に記述されなければなら
ないとしている。さらに、河法は、障害のある児童生徒に対して、通常教育と同様の学力
















































1999 (平成 11)年の盲・聾・養護学校学習指導要領の改正において 自立活動に関して個別
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によると、調査した児童 475 名の生活年齢の範囲は、 7 歳台~17 歳台であり、 10 歳'"'-'11 歳





















7戦前の 1933(昭和前年から 1944(昭和 19)年まで、京都市滋野小学校補助学級の控任をつとめた田村一
二の教育実践は、仁忘れられた子ら~ (1 942) ゃ r手をつなぐ子ら~ (1943)などの一連の田村自身の著作が、



































1948 (昭和 23)年度から 1950(昭和 25)年度までは、作業を中心にした教育活動への転換







































1水上生活者の子弟のために 1930(昭和 5)年、京橋区月島西仲通九丁目 5番地(現中央区勝どき一丁目 11
番地)に設立された全寮制の学校(東京水上尋常小学校)。戦後は、 1946(昭和 21)年4月、都立移管と
なる。月島校舎と学寮、深)1校舎があったが、深)1校舎で児童生徒の教育を行うようになり、 1949(昭和
24)年 2丹、月島の!日本校は中学生徒の付属学寮となった。 1966(昭和 41)年3月にはその使命を終え、療
校となった(野口， 2006)。
12 このほかにも、生徒のアセスメントに関しては、 rw教育対象としての子どもたちの実態』をよりよく知
るため『総合精神検査』を行うことが 4月の職員会議で決められた(杉田・小杉[1967J26) 0 r総合精神検
査Jとは、「社会生活能力、向性検査、内田クレペリン、性格検査(シュナイダー)、フラストレーション


































































14 この当時の生徒の実態を示す資料は未詳であるが、 1955(昭和 30)年の生徒 50名について、知能指数と
運動能指数を示せば下記Table2 -1のとおり。
Table 2ー 11950年度青鳥中学校生徒の知能指数と運動能指数
知能指数 割合(覧) 運動能指数 割合(出)
99"'90 2.0 80以上 O 
89"'-'80 2.0 79"'70 6.0 
79~70 22.0 69'"'"'60 28.0 
69~60 30.0 59'"'"'50 36.0 
59~50 36.0 49~40 26.0 
49~40 8. 0 39""'30 4.0 












































[I 95 7] 46-47)ことであり、「直接に彼らの手や足や感覚器官を通じて、身近に遭遇する自
然と社会とを、彼の身体で対処させ、その処理対応の経験の間に、法員Ijに出会い、自的に
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して大きく位童づけるため、教科「生活科」が設定された(小出， 2001) 0 これにより、昭
和 38年の社会、理科、家庭が廃止され、紹和 46年の各教科は、生活、国語、算数、音楽、






「精薄教科Jと「生活科j に関して、西 (1975)や田中 (1982)は、 f精薄教科Jが普通
教育との異質性を強調していることや社会、理科、家庭を廃して f生活科j を設定した理
論的根拠のなさから、「精薄教科Jや「生活科j が教科の概念から異質なものであることを


















理した。本節では、太田 (2004) と藤原 (2004) の方法を参考に、対象資料の内容項尽に
関して新出表を作成した。新!日表の作成において、必要に応じてむ法による項自の分類、
整理を行った(本研究の来IT旧表は，本章の終わりの資料を参照)。本研究の対象資料は、課
題(1 )では、 38年指導要領、 31年度版幼稚園教育要領、昭和 33年度版小学校学習指導
要領(以下，小学校指導要領)、昭和 33年度版中学部学習指導要領(以下，中学校指導要
領)、課題(2 )では、 38年指導要領、 46年指導要領とした。
なお、本稿において教育要領・指導要領及び資料，からの内容項自の引用については、幼
稚園を「幼j、小学校第 l学年を「小 1J 、f精神薄弱J教育においては小学部低学年、中学
年、高学年、中学部を「低」、「中J、「高J、「中学j と省略し、その項患の番号をもって示
すこととした。また、教科名など適宜、頭文字や略称を使用している(例えば，小学校国




























( 2 )オ)や f日付けや曜呂などを正しく書く。 J (精薄国高(2 )カ)のようにより呉体
的で身近なものが対象となっていた。また、「自分の履歴書を正しく写し書きする。J(精薄




























































































しかし、「精薄教科j の多くの項目が小学校第 l学年から第 4学年の内容と共通する中、
一部、小学校第 5学年、第 6学年の内容項目も含まれていた。それは、第 5学年の(1 ) 







Table 3ー 1 小学校理科の単元の一覧と「精薄教科j に含まれる単元
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かし、「二拍子(六拍子)、三拍子および四拍子を感じとるJ(小 1A (3) ア)など、楽器
の特徴や演奏形態、楽典の知識と要求する鑑糞が内容項目、「歌いだし、息、つぎ¥フレーズ
のくぎり方および歌い終わりを正しく歌うJ(小 lB歌 (2) キ)など、比較的高度な技能の
ような内容項呂は「精薄教科j には含まれていなかった。
しかし、「精薄教科」の内容は、 fよい音楽映画を見たり、音楽会へ行く J(精薄音中学1


















づけをするoJ (精薄図中(2 ) のような準備・あとかたづけ、 f教師といっしょに、保育














































































が多くみられたD 例えば、 f作業の準備、あと始末、計画などJ(精薄職2第2項(1 ) は
図画工作の f事前・事後的な活動や態度j に、「作業に関連する諸施設の利用J(精薄職2




















































(3 )学校・家庭 E 社会生活場面を想定した内容の追加:昭和 46年では、昭和 38年に
概略的に示された内容項目がより具体的・行動的記述で示し直された。このため、内容項
目数が増加している。例えば、昭和 38年の社会の高(17)で「し¥ろいろな交通規射を正し













































































































参照)。例えば、昭和 38年の音楽の中(3 )エ f楽器をていねいに扱う。J、図面工作の中
( 2) r造形活動のための準備やあとかたづけをする。」、体育の高 (31)r運動器具の破損
に注意し、危険が起こらないようにする」などが削除された口昭和 46年の生活科にこれら
の習慣的な活動に関連した内容項自が存在したことにより削除されたと考えられる。
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り、普通教育に準ずる盲・聾教育という色彩の強し1ものであった(山口 [2004J94) 0 
続いて、ようやく 1963(昭和 38)年に「養護学校小学部学習指導要領肢体不自由教育編J、
「養護学校小学部学習指導要領同病弱教育編ム「養護学校小学部・中学部学習指導要領精




















































































































































































































































① 当該学年の各教科の学習が困難な児童生徒に関する特例:( i )各教科及び外国語活
動の目標及び内容に関する事項の一部を取り扱わないことができること。(i )各教科の各
学年の目標及び内容の全部又は一部を、当該学年の前各学年の毘標及び内容の全部又は一


































































































ドー ~ 、、 、旬、‘
、~ 






、~ ‘、‘、 ~ i、
アコモデーション アコモデーション モヂィフィケーション 代替
モディフィケーションなし
通常教育カリキュラムの 通常教膏カリキュラムの・個別の教育呂標
通常教育カリキュラムの -教膏内容 -教膏内容 -個別の機能的力りキ
-教育内容 -達成水準 -達成水準 ュラム
-達成水準 に変更を加えない • JI自序と時間割
• JI関序と時間割 -指導




く出典:Nolet &地cLaughlin (2000) Accessing the General Curriculum: Including Students wi th 













文部省(1999b) 中学校学習指導要領(平成 10年 12月)解説総貝Ij編.東京書籍.





文部科学省 (2008d) 中学校学習指導要領解説 総員IJ編.ぎょうせい
文部科学省 (2009a)平成 20年度特別支援学校新教育課程説明会(中央説明会)資料 資料 1・
資料2 (オンライン http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/090127.htm)
文部科学省 (200gb)特別支援学校幼稚部教育要領、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領、




Nolet， V. and McLaughl in， M. J. (2000) Accessing the General Curriculum -Including Students 



























(1)ア協のÍ'I'納入りをすること。 ILS主主」給芥J一年cL._1全 ~， _Ý~壁今ど土手主苧~}9宇J~~o_ _日目句ー ー 司
(1)イ話し手のほうを.l'Lて，じゃまにならないように~割くこと。 11 <中学年)
(1)ウ潟の内容をだいたい悩iき取ること。 1(Jア担任や友だちなどの話を注なして関心








(2) ・・・・・・ J:!こ示寸前~訟のほか， f)政迭を1+1くJ[lfUJil:イとをするJなども裂ましい。 れiウ 簡単な話なら，聞いてそのあらましがわかる。




〈小4)[閣総 A(聞くこと，約すこと)] 1 (中学部〉
(2)・・・・・・ iニに示す古f;mlJのほか放送を!おくJfJ刻化をする」なども製ましい。 1 1(J 人の言語を注意して終わりまで関心
(1)¥5)[通証人(1伝=-1::，示占三I::)J 一一ー ♂ーー 一ー一一一一一一一一ー ーー ーー 一ー一一1 1(2 鰐i~1な誌の姿点を開きi向。
(2) ・・・・・・ iニ!こ示す活動のほか政送を14JくJf'iTh:;r;f;"やマイクロホンなどを使って認すJf殴!などを 1 1(2 簡単な放送や録帝の姿点を路き取る。
する」なども製ましい。 1 )(4 指示や競mなどを正しく僚iき取り，それに従って行動する。







































































































































































































































































Table 1 -4 国語「書くことJの内容項目
担昭G漁3汎Z圭修詳毒彰}雌i総餓紙、 昭和3幼古句伴主わyづj
主幼刷J1'バ川帆f，附:附附 iいi低忌学判奇年ニ [毘翠5箔卸苦計} 
r1些くことJに闘する項目なし 1 (2)オ 自分の名まえをわかる程度lこ君主く。









お(4)r第3 指将削m作成および学問時のJfIl+1!こ利~半年耳IJ漢字国己当表の第1学年に高出されている淡学を中 1 (2)オ自分の名まえや住所をはっきり往く。
心とした 10~50 字ぐらいを統み，そのだいたいを詐くこと。 11 (2)カ 日付けや限日などを乏しく慾く。
月(~~_r， J~τ色)~，三と主主l:，手t':/JJ~琴引考??}:?I子プ:号子~~ ー即日命日ーー ー司_.1 (2)キひらがなや術単な淡字をく。












お(3) r 貫~3 指導百十翻作成および学留俗語字[の方針{こJ 示す学年目IJ淡字配当表の第2学年までに配当されている漢字
在中心とした 140~160 字ぐらいを統み，そのだいたいを怒くこと。


























































3活防安手品雑録、将軍fl33年小学事宅対校 叩ザザ ノ 1い側明年
O遊びゃ仕事のきまりを守る。 UJ-社、3J 1 (低和子)
0友だちと{中よく遊ぶ。[幼ー 干上ー 5] 1 (6) J引壬の情導により，友だちとし、っしょに鬼遊びゃ砂遊び
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(11) 自分たちの周回こは。公園空地遊関地などもあり.遊び場その他に役立 1 (高学年)
っているが，その利用のしかたについてもいろいろな注窓ゃくふうが必要である。 1(16) 日常生活ーに関係の深し、いろいろな交通襟織を知る。
(/J¥ 3) [:社記-ー 四ー “一一一ー 一ー一一一一一ー 一一一ー ーー 一一一一一ー -1 (1?)いろいろな交通規則を正しく守る。
(6) 村(防nの人々は学校公民館.図書書館，公闘などの公共施設を利用して生 1(18)人の迷惑になるような不衛生なことをしないようにする。
j舌の向上に役だてている。 1(J9) 事内や人の集まる場所などで障が、だり，不作法なふるまいをしないように
(/J¥学謡選福ーー ーー 白骨句叩叩也町一ー 』一一一一一一一一ー 一ー一一一一一----- -1 する。
(1) 生命を隷び，総泌を精進し安全の保持に努める。 1 (20)公砲や遊底地などの公共の施設をたいせつに取り扱う。
(32) 公共物をたいせつにし，公徳を守り，人に迷惑をかけない。
{中学校i道徳 1 (rt学部)



















































































































































































































































「磁季語、主主祭効率陸胤IJ胸恥i件緩〆 。 白ー山町一二一入 Wflì-~草加 38 年
~l柄欄{主主言語-4] 1 <低学年〉
O日常経験する築物について，数.:1対・広さ"認さ・1宣さ・]fS;などを表わす術単な日常用絡を 1 (4) 具体的な経験を過して，丸，三角，四角などの図形のi羽 IJがわかり，名
使って話す。(し、くつ・なんにん・なんびき・ながい・みじかい・ひろい・せまい・たかい・ひくし、. 1 ;rq;が言える。
おもい・かるい・まるい・しかくなど) れ 3) 具体的なことがらの取り扱し、を過して，上や下，前や後などがわかる。
。迷近・方向・{立鐙・速度=などを淡わす樹上i重な日常用務をiEって話す。(とおい・ちかい・むこ 1 (5) 具体的なことがらの取り扱いを過して， 0.xなどの紀号の窓1沫がわか
うへこちらへ・うえに・したに・まんなかに・まえに・あとに・はやい・おそいなど 1.:;)0
件、1)[算数C IZl形 1 <中学年〉
(1)具体的な務物についての鋭綴や構成などの操作を過して，図形の概念を理解するのに 1 (9)丸三角，四角などがだいたし噛ける。




(2)鱗単な場合に，方向や位鐙!こ関することばを正しく郎、る能力を伸ばす。 1 (9) 術単な生活の処理を.O. xなどの表でき提わす。
(小2) 1 (寸コ学部)



































話通 33主F小学俊 ノ 1' B起草03法修
(小 I}(1) 1 (低学年)
ァ:ftだんのfI1~花の綴察ム ill話の手伝いをする。I\([)花だんや草花などの綴療と世話の手伝いをする。
(ア)春の校庭ー をめぐり.:!Eだんの草花やl廷木の花の色・形などを観然し，いろいろ 1 ア殺の校庭をめくもなどの活動を過して../Eだんの紅花や佼彪の草木{こ親しみを
なものがあることに気づき，校庭の草木{こ殺しむ。 1むつ。
(イ)あさがおのような粒の大きな種子をまき，様子のまきj'jを知る。まいた滋子に水 1イ Jとだんの紅花や!鐙木の-IEに!丸 r .]じ色や巡った色をしたものがあることを知る。










































































































































































キ自分のからだの5遣すや，からだのおよそのはたらさを調べる。 1 6 自分のからだの発育ゃからだのおよそのはたらきなどを総べ，健康や安全に心
(ア)健康診断の測定滋料を治学年までのものと比較して，体滋・身長など，自分の lがける。
からだの成長iこ気づく。lI(!)健康診断などを通して， j体盤・身長など自分のからだの成長に気づく。




夕食物に含まれる栄養議のはたらさに腿心をもっ。 1 7 日常の食物には，発育と活動に必要な栄養素が含まれていることを知り，一つの






























(イ) 日によって，暑さ・寒さなどがi逢うことに気づく。 1 (4)天候や気候や土地の燦子などについて関心な深める。
(ウ)俗日の天気の様子を簡単な記号で2~3滋 IHj記録し，天気l土日によって変り， 1 ア 1おのうちには，墜と夜，制と夕方などの変化があることな知る。
また1日のうちでも変ることがあることに気づく。 1 イ季節によって殺さや裂さにi議いのあることを知る。
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幼稚i巡{長~J~t-2 いろいろな巡!lthや遊びをする。 11 <低学年)
0いろいろな形で歩いたり，返ったり，とんだりする。 10)担任。指示によってl列に並ぶ。
(小l)A徒字体操 1 (2) 1列こ蛇んで歩く。
(1)アしゃがんだりB 立ったりする。 1 (3) 次のようなごく鮪単な徒手体操をする。
(1)イ足を大きく持齢、たり，片足または両足でとんだりする。 1 しゃがんだり，立ったりする。
(1)ウ il:f.で押したり， 01いたりする動作をする。 1 イ を前後，左右:こ関く。
(l)エ腕をいろいろな方向に振り上げたり，振り回したりする。 1ウ 両足をそろえてとんだり，片足で立ったりとんだりする。





(1)アしゃがんだりE 背伸びしたりする。 1(1) 1列こまっすぐ並んだり， 2列に並んだりする。
(1)イ足を大きく聞く。 1(2) lJIJや25'IJに並んで歩く。
(1)ウ雨足または片足で，移動したり台所]きを変えたりしてとぶ。 1 (3)次¢ような鏑単な徒手体操をする。
(1)エ将司王で押したり， 01し、たりする動作をする。 1 しゃがんだり，背{qlびしたりする。
(1)オ j泌をいろいろな方向に燦りあげたり，綴り回したりする。 Iイ 足を前後，左布に大きく器開く。
(1)カ片手をすりあげながら，体を左右iこd担げる。 Iウ雨足または片足で，その場でとんだり，とんで移動する。
(])キ指先が，.Itll国や足先につくまで体を前に深く曲げる。 Iエ腕を前後・左右に振ったり，閉したりする。






ア間総で手をひざにあて，または腕を前に主主ってひぎを屈伸する。 1 (1) 171JこlEしく設んだり， 23'IJにまっすぐ並んだりする。




























ア欽俸巡目白J白 さーか lこがり， ilirEI]りおり。足かi-j援りをする。
イとび筏速!WJ・ 踏みとび(とび箱，横， ，認さ約 30cm)，腕立てとびのり(とぴ符，











イとび筏巡!WJ旭川 e ・8号仰の腕立てとび越し(とび箱，縦，泌さ約 60cm)，閉j照のl腕


































































































































(j)炊の運動によって，ボールの1M設に慣れさせ，側まなゲームができるよ引こする。 1れ 14 ボールを投げたり，っし、たりする。
ア手波し附送球.""';Jfー ノレを上・償から手渡しする。指をI持し、て問手でボー ノレを抗告える。 1 (22) ころがしトソチボールをする。
イころがしドッジボーノレ…ーがーノレをころがし， '1'の者{こ当てる。 1 <i高学年〉
ボーノレを当てられなし、ように身的わす。 1い16 ボールを投げたり，受けたりする。
ウたま入れι・・・おい所につったかこ'に紅(臼)球を投{ず入れる。 i腕ゃからだを絢子よく使って投げる。 1 (19 簡易化したベースボールやドッチボールなどをする。
エ対ヂIJ*'-ルけり とまっているボールをItる。ころがってくるボールをとめてける。 1
(小2) ド仁l'和利
(J)次の運動によって，ボールのJ&j及にtol:れさせ，簡単なゲー ムができるようにする。 1(J7 しろいろのポール運動をする。







































ウ 言語J!J.，サッカー …白白白右足も是正足も使ってける。ヘッディングをする。ドリプルからノミスや、ンュー トをする
? ????
Table8-4 rダンス・表現J
量殺31々 まえ総務、謀議扇面五三存表 一 一γ-------，.-".. 一一一ノ F意事長奪三
幼稚悶[1苦楽-4.!fVJきのリズムで表現寸る。 1 (低学年)
orthに合わせて歩いたりsかけたりする。 1 (11 リズミカノレな音楽にできるだけ合わせて歩
O動物や乗物などのおJきをまねて，身体の動きをする。 1く。
〈小1) 1 (12 動物やま走り物などのごく僚tjiな模倣遊び
(1)ア矯駄な歌を伴う遊び 1をする。
(ア)タやitこやけ，かごめかごめ，あわぶくたった，おしくらまんじゅうなどをする。 1 (中学年)
(イ)自由隊形やll円で，スキップ，ランニング，ウォーキングなどをする。 1 (15 音楽{こ合わせて歩いたり，走ったりする。
(1)イ模倣遊び 1 (16 方、ごめかごめなどの簡単な款を伴う遊びを
(ア)動物・粂物・遊びなどの簡単な談倣をする。 1 する。
(イ)ひとりないし3人で，はう，ころがる，歩・走，銚路，周{lなどの1.2拍動作を速度を変えて行う。 1 (17 動物や乗り物などの模倣遊びをする。
〈小2) 1 <商学年J














































}II選手口幼税関為的和利略語 二一 。 一一1盟主[38笠
幼稚刷機僚 2.いろいろな運動や遊びをする。 1 (低学年)
0符IIなどの染物で遊ぶ。 1 (13 鮪Iitな鬼遊びをする。
Oなわとび・たまなげ・2雪遊び・鬼遊びなどをする。 れ 1;すもう遊びをする。
。鈴わか綱引き・たまなげなど，簡単なゲームをする。 1 (15 水遊びをする。
(小!) 1 (山学年)
アすもういい 押し出し遊び，片足すもうをする。 1 (18 ことも郊の自転車に乗る。
イ鬼遊び …ひとり鬼，場所とり鬼けん鬼をする。 1 (19)助ナられて，初歩の水泳をする。
ウなわとび短なわで片足前とび， p苅足とび， 1回1ilE2跳腿とびをする。長なわで大波小i伎をする。 ド20: 鬼遊びをする。
エ水遊びー・…水中を歩し、たり，走ったりするなどの遊ひずによって*'こ慣れる。 ド21:片足ずもうなどをする。







アすもう‘ 中艇の構えで抑しあいずもうをする。 1 (向学年)
イ鬼遊び・いことり鬼，ともえ匁，守三つなぎ鬼，総みw，をする。 1 (15)なわとびをする。
ウなわとび 短なわで連続してとぶ。 長なわでいろいろの回肢とびをする。 1 (11)初歩の水泳をする。






































































































































































































努める。 1 (12) 失敗や過失などはかくさずにすぐ報告する。





([2)正しい目標の実現のためには、 iお難に耐え 1 (17)危険な場所や物などに注意する。
て最後までしんぼう強くやり逃す。 1 (]8)放路や危淡な状態を発兇したらすぐ報告する。


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(3)イ 字と絵の遠いがわ I (2) 文字と絵のちがいが
かる。 Iわかる。













(3)オ 自分の名まえをわ I (6) いろドろな毒患や匂形な
かる程度に響く。 /Eをなぞったり、欝いたり色

























































































































φは削除された環呂、 &.1ま{也教科!こ移動した項目、。i立新設された項自であることを示す。(→中)がついている昭和 38年の攻131立、昭和 46年では中学年で
あることを表す。
続掛O数字の項131立本橋本文の記述説明参照環自である。 出兵 38年指導姿領、 16年指華客獲領より作成
Table12 昭和 38年と昭和 46年の算数の内容項呂
昭和 38年 昭和 16年 昭和 38年 昭和 46年
議長と計算 殴署長と殴章受
{丘
(J) 身近にあるいろいろなものを並べたり、比 (1)おもちゃや選奨などを種類別人 十1) 災体的な経験をi還して、 (4) 鈎の形について興味や趨
べたり、取りかえっ」をしたりする。 分けたり、並べたり、比べたりする。 丸、ニ角、四角などの図形の区 主に主ま託主づ五くι。丸、 思角などの特徴
(9) おもちゃや道~z.f重類JlIJ に分けてしまっ JlIJがわかり、名称が玄える。
たり、もとの位蜜にもどしたりすることができ (3) 奥体的なことがらの取り
る。 (2)数重量の大小などを比べ多い少な 扱いを遜して、よや下、首IJや後 (5) ょや下、青Ijや後ろなどがわ
(2) 具体的なもので多い、少い、大きい、小さ い、大きい、小さいなど主主主~ などがわかる。 かる。
いなど空並立主L (5) 奥体的なことがらの取り (6) 遊びゃ生活殺などで使う
扱いをi湿して、 O、xなどの記 。、×の自己号の献がわかる。 I
号の意味がわかる。
(J) 身近にあるいろいろなものを数えたり、そ (]) 具体的な」とがらを遇して、 (9) 丸、ニ角、思角などがだい (5) 丸、ニ角、四角などの形が
中 れを数字に響いたりする。 i領番がわかり、 JI震序数を唱える。 O たい撃iする。 わかって、名称がいえる。
(6) 桑体的なことがらのなかで、加える必要の (2) 身近にあるいろいろなものを (6) 怠分のからだについて、
あることがわかる。@ 数えたり、数字を読んだり警いたり (3) 具体的なことがらを通し 右、左がわかる。
(7) 具体的なことがらのなかで、余ったり、足 する。 て右や左がわかる。 (7) 身近な生活のなかで使わ




(J) 具体的な」とがらの級いのなかで、やや広 (1) やや広い範童話の数を数えた (10) 丸、ニ角、四角、長四魚 (7) 丸、ニ角、四角、長四角な
い範囲の数を数えたり、読んだり、惑いたりす り、読んだり、著書いたりする。 などがわかり、それらがかける。 どがわかり、それらが饗iする。
る。 (2) 簡単な加法や滅j去を照いる場 (9) 罪事単な生活の処理を、 O、 (8) 簡単な生活の処理を、 O、
(2) 簡単な加j去や滅j去を用いる場合について 会がわかり、初歩的な計算をする。 Xなどの表で表わす。 xなどの表で表わす。
知り、そ初ろ歩ば的んなの計し算くがみでがきわるか。
(3) り、数をおいた






(6) 朝、昼、娩がわかる。 φ (3) 物を配ったり組み合わせたり (8) 潔い物には、お金が必要な
(7) 自分の年がわかる。 φ などして、 1対1の対応をする。く〉 ことがわかる。 A生活
~ I ;，:~ 具体的な絞殺を通して長い、短い、広い、 (4) 長い、短い、広い、狭い、重 (8) きまった値段の簡単な寅










高 (5) 身近にある具体的なものを比べる」とを (4) 長さや釜さを表わす単位やそ (8) 定価表が読めて、簡単なお
過るiし差異ての、長あさや重さを表わす単位やそれをはか れをはかる道具のあることがわか つりのある翼い物などができ
ることがわかる。 る。 る。 A生活




@は削除された項目、 &.1ま他教科に移動した壊g、。iま新設された項目であることを示す。(→中)がついている昭和 38年の環gは、沼和 46年では中学年で
あることをき監す。また、記述の変更部分に下線を引いた。出典 38年指導要領、 46年指導要領より作成
「????
Table13 昭和 38年と昭和 46年の音楽の内容項呂




〆 Jシ Oー 
(])イ んよだいり音、楽休が，慰流したれてりすいるるな (5)ウ 箔単な楽器などで音あて (1) 太鼓、カスタネット、鈴、コツ
かで遊 。 遊びをする。 プなどで、音あて遊びをする。
(J)ア 由自にからだを動かしな りする。 (3)ア いろいろなリズム楽器を (9) 行進曲や浴写音楽などのレコ
低 がら餓〈。 (2) 知っている歌のレコードを 8由に打ったり、語審単なー音笛を ードj演奏に合わせて、太鼓、タンブ
(1)エ 先生の敬やj策著書を程調く。 楽しんで簡く。 自由に吹いたりする。 リン、カスタネット、水笛などの白
(J)ウ 紙しぱいや人形しばいな (3) 先生の歌や演奏を開く。 jt~ I ~)ウ リズミカjしな音楽を潤い 由演奏をする。
どを見ながら隣〈。 たり、歌を歌いながらリズム楽器 (JO) 先生が演奏するオルガンやア
(j)ア 自白人身体反応をしなが (j) 場面に応じた音楽の流れて を打つ。 コーデオンなどに合わせて、富由!こ
ら隣く。 いるなかで、遊んだり、給食を食 (3)イ リズム楽器や笛の名まえ ノ、ー モニカを吹く。
べたり、身じたくをしたりする。 を知る。 φ
(])イ ラジオや盤音器等のまわ 。 (5)ウ 身近にある楽器の音色を (4) ハーモニ力、木琴、鉄琴、トフ
中 りに室長まって隣c (2) 自分で、レコードをかけて楽 だいたい潤きわける。 イアングル、シンパルなどの音あて
(1)ウ 描写音楽などに興味をも しむ。 (3)ア ハーモニ力、木琴、オル 遊びをする。
つ。 ガンなどに殺しみ、初歩的な奏法
(1)エ 先生や友だちの歌や演奏 を知る。
をよろこんで関〈。 ~ I ~:イ 身近にある楽器の名まえ
(J)ア よい音楽を静かに開く。 (j) 好きな酪のレコードを選ん をまEる。 φ
で、かけて楽しむ。 (3)ウ 箔単な音楽に合わせて、 (9) 打楽器を使って、街単なリズム
(1)エ 隣きたい音楽をレコード (2) レコード音楽などに会わせ、 皆といっしょ!こリズム楽器を打 合著書をする。
やラジオなどから選んで翻c 模擬楽器を使って楽しむ。 つ。
認 (1)ウ 描写奮楽などを聞いて場 (3) 描写音楽、行進曲、舞曲、序 (3)エ 楽器をていねいに扱う。
笛や鱗望号を想像する。 場など、いろいろな音楽を鴎〈。 φ 
(])オ 先生や友だちの歌やj資姿 (4) 先生や友だちの歌や演奏を、 (6) 先生の拍子打ちゃリズム打ち
を静かにi溜く。 静かに開いて楽しむ。 を模倣する。 ο
(J)イ よい音楽を皆といっしょ (3)ア 木琴やハーモニ力、オル (7) ハーモニ力、一音答、木琴、鉄
に関く。 ガンなどを使って、箔単な歌麹の 王手、オルガン、けん盤ハーモニ力、
i 多ノγ 一戸ノ Fク ノ - ノ今 o一 〆〆ノ M 、仏 dノvノクク ペん、 今 Y さぐりびき、さぐり吹きをする。 アコーデオンなどの楽器!こ親しみ、
(2)ア リズミカルな音楽を筒い 初歩的な奏j去を知るとともに、簡単
て手・足を自E包に動かす。 な旋律のさぐりぶきやさぐりびきを
(2)イ 音楽を闘いてとぷ、歩く、 (5) 音楽に合わせて、手をたたい E霊 する。
かけあしする、手をよけ=るなどの たり、歩いたり、走ったり、止ま (3)イ ピアノやレコードなどの (8) いろいろな打楽器や旋律楽器
簡単な運動をする。 ったりする。 音楽に合わせて、皆といっしょに を使って、簡単な曲の合奏をする。
{底 (2)エ動物、粂り物、風や雨など (6) 歌や幽に合わせて、花、ちょ リズム楽器を渓書きする。 (臼) ピアノやレコードなどによる
の動きをき量わした音楽を聞いて、 う、魚、うさぎ、象、ジェット機、 (3)ウ 楽器の取り扱いや手入れ 演喜善に合わせて、合奏や部分著書をす
それらをからだの動きで表現す 消防車などの模倣表現をするo などに注意する。 φ る。
る。 (7) かごめかごめJのような簡 (JO) 簡単なリズム絵譜を見て、合
単な築回遊びをする。 奏をする。 o
(2)ウ 拍手をしながら、また、打 (8) タンプリンやカスタネット 1，制フ弘浪人 ぷご
楽器をたたきながら歩く。 などで拍打ちをしながら歩く。 (4)ア 知っている歌を元気に歌 (11) 大きな芦で、のびのびと楽し
(3) 音の速度、強弱、高低に合わ つ。 〈歌う。
せていろいろな歩き方、走り方を (4)イ 先生が歌う簡単な歌曲を
(2)ア 簡単な音楽に合わせて、手 する。 低 まねて歌う。
足を自El3に動かす。 (5) 簡単な音楽の始や拍子に合 (4)ウ 皆といっしょに歌った
(2)イ 手や足を音楽に合わせて わせて、手や足や全身を動かす。 り、ひとりで歌ったりする。
中 リズミカルに動かす。 (6) 「せっせっせJrはないちも (4)エ 胸を張って口を大きく隣
(2)ウ 音楽に合わせて手と足を んめJなどのような、リズミカル いて歌う。
いっしょに動かす。 で簡単な集団遊び?をする。 (10) 知っている歌のレコードド会
(2)ヱ 音楽に合わせて模倣遊び (7) 簡単な音楽劇をして楽しむ。 わせて歌う。
をする。 。 十ilウ 伴奏に合わせて、皆とい (JJ) みんなといっしょに歌った
(8) 音楽に合わせて、動物や乗り っしょに歌ったり、ひとりで数つ り、ひとりで歌ったりする。
物などの緩倣表現をする。 たりする。 (J2) やさしい歌拐なら、まちがえ
(2)ア ゆるやかな速さや静かな ないで欽う。
磁!こ合わせて、からだを自由に!lllJ ~ (J3) 先生の歌う筋単な歓を、まねかす。 (りイ 先生の欽い方やおもとに て歌う。
(2)イ 音楽に合わせて、やや複雑 注意し、それをまねて歌う。
~ な手、足の運動をする。 (4)ア 習った歌や、好きな数の
(2)ウ 簡単なフォークダンスを (5) 曲想にふさわしい自由な身 リズムや発奮をしだいにましく
する。 φ {本表現をする。 する。




(5)ア 替の強弱や速い、おそいが (4)ウ 摺単な歌の内容を理解し (12) 簡単な歌の内容を理解して歌
わかる。 φ て歌う。 つ。





中 わかるo • て正しく歌う。











昭和 38年 昭和 46年 I a古和 38年 i昭和 46年
議彩語議~τ てで?で十 1マア芳三六十プ十川ん 与三、 7寝議定扇家事予言養護み技能川円二イ二?でτ予三j今、らざ戸く、
(2) 鉛宝春、クレヨン、パス類、 I (1) クレヨン、パス類や絵の具など I(8) 造形活動のごく釜本となる I(6) いろいろな色や形をつかつて、
水絵の具などでかいたり、塗つ iを使ってかく。色や形や周桑・材料の名をおぼえ!自由な組み合わせや組み立てをす
たりする。 I(2) 身近なものをつかい、その形を i低 iる。 Iる。く〉
(4) 粘土をのばしたり、丸めた!生かして、押したり、こすり出した I(7) 基本約な 2、2の色名をおぼえ
り、平らにしたりし、また、ご! りして版画にする。 I る。
く簡単な形を作ったりする。 1 (3) 粘ことをちぎったり、こねたり、 1 (11l 造形活動を遇して、 J基本に 1 (6) 基本的な色や形、身近な用呉や
(5) ひもにどーズ類を過す。 φj たたいたり、のiましたり、丸めたり、 I Iなる色や形や用主主や材料の名をお|材料の名をおぼえる。
(6) 自然物をできるだけじよ |平らにしたりして、ごく簡単な形を I IIまえる。
うずに並べたり、そろえたり、 i作る。 I(0) 木片などに金づちでくぎを
盤ねたりする。 1 (4) 粘土遊びでは穴をあける、筋を 1 1打ちこむ。. I (9) はさみやめりなどの基本的な
低 1 (7) いろいろな積み木で自由 jつけるなど必至芸に応じて身近なもの|中 1 (4) はさみを使って、画用紙や色 IJ膏奨の使い方になれる。
にものの形を作る。..を伺呉として使って作る。く I I紙などで簡単な形を切り抜いた
(3) 色や形を考えて、 lまさみで I(5) 草花、木の菜、小石、木片など I I り、それをのりで楽しくはったり
画用紙や色紙などを切ったり、 i身近なものに関心をもち、それらに I Iする。
それをのりではったりする。 Iさわったり、並べたりなどする。 I(13) 持ち物の様様や色などに関
(8) おもちゃや綴み木などでいろ| 1，[.をもっ。 φ
いろな形を作る。 o I I (7) のこぎりやきりなどを使つ
(9) 工作しやすい紙類や主主の菜な IIて、ごく簡単な木ヱ品を作る。
どを、ちぎったり、折ったり、切っ 1 1 (8) 針金、板金などを使って、ご
たりつないだりなどして、作ったも 1 1 く鏑畿なものを作る。
























































































































(j) 1 ylJ にまっすーぐ~(~んだり、 2タIJに枚んだ
りすーる。



































伶) [司定総設やか¥¥Z;i1iなどを使って、みんな I，¥0 I (22) ころがしドッチボー
でいろいろな遊びをする。 I I ノレをする。/
???
































































































































































































































の取組は自立活動で約 5 割を占め、外部専門家の導入・連携した実施頻度は、 1 年に 1~
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Tab I e 2 特別支援学校、特別支援学級、通級指導教室で教育を受ける
義務教育段階の児童生徒数
小学部 | 中学部 合計
特別支援学校 34， 258人 26， 044人 60，302人
小学校 中学校 合計
特別支援学級 86， 331人 37，835人 124， 166ノ、
通級による指導 46， 956人 2， 729人 49，685人




















小学校中学校 小学校中学校 言十 小学校中学校
89 486 53448 9652 43796 32640 15273 17367 4835 10236 
181 813 8159] 16569 65022 78826 44689 34137 9611 16806 
143 494 130227 26047 104180 70803 43444 27359 8794 10717 
78 220 12 24077 102149 48823 29086 19737 89051 9075 




2003 I 193327 

































































厚生労働大臣官房統計i育報部 (2005-2008) W社会福祉行政業務報告Jl (平成 16~19 年度)




文部省 (1984-2003)特殊教育資料(昭和 60'""'-'63 年度、平成元~14 年度) . 














ここではまず、教職の専門性 (professionalismof teachers) とは何かについて概念、
の整理をしておきたい。



































































同審議会は、 2004(平成 16)年 3月、『今後の学校の管理運営の在り方について』を答申
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て薄弱であることが明らかになりつつある今、 f}I:B速j ではなく「先見j に変わるかもしれ
ない。
基本的な政策すら混乱しているうえに、そのうちのーっとなるべき教育政策についても、
民主党の教育政策は、一部の関係者のみで検討されたにすぎず、党内で十分な議論を経て
いないとされる。教育政策こそ、本来は日本の再生を託すべき政策群の根幹であろう口政
治・ビジネスの世界から親に至るまで、さまざまな分野と次元において人材が払底し、自
己主張が支配しがちな現実を考えると、エリート育成から義務教育に至るまで、教育の在
り方と人材育成へのその具体化が焦居の問題で、あることに異論を唱える人はほとんどいな
いと忠われる。
特別支援教育の改革こそ 日本の教育政策全体を設計する!擦に参照すべき基準ではなか
ろうか。残念なことに、現時点では体系イとすることはできないものの、方向性としては間
違いない。その一つの根拠は、日本社会の共生度の高い伝統であるむ島田ゆえに共生度が
高いこと、それゆえに排除性もあることをも認識しながら、日本の特長を再発見し、その
仕組みを分析し、それを参考にしながら、現実の世界的規模における競争と共存のシステ
ムを作り出すうえで、日本は相対的にではあるが、有利な条件をもっているように思われ
る。 21世紀初頭の今、日本の障害児教育関係者の研究・実践の蓄積と深化のうえに、新し
い地平を築くべき時期であるように思われる。
そのためには、歴史を理解し、将来を洞察する人材が必要である。しかしながら、日本
全体の難局を乗り切るだけの、立法・行政、ビジネス等すべてにわたって人材難が指摘さ
れている。日本の人材育成システムが機能不全に陥っていることになる。特別支援教育(障
害児教育)は、その例外になることができるだろうか。
2010年 3月31S 
中村満紀男
? 、
?
??
?
平成 18年度一平成21年度科学研究費補助金(基盤研究 (A))研究成果報告書
「特殊教育とインクルーシブ教育の創造的融合による特別支援教育革新のための総合的研究j
(課題番号 18203040)
研究代表者 中村満紀男(東日本国際大学)
発行 2010年 3月31日
印刷前田印刷
